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この「若い力」は、昭和22年に、第 2回国民体育大会 (金沢市を中心

に開催)か ら大会歌として制定され用いられています。
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第 10回

全日本実業団バドミントン選手権大会
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あ い さ つ

日本パドミントン協会会長

本   田  弘 敏

南国のかおり高い長崎県諫早市において秩父宮妃殷下賜杯労働大臣杯日本協会

主催第18回全日本実業団パドミントン選手権大会が開催されるにあたり、お祝の

言葉を申し上げる機会を得ますことは私のもつとも喜ぴとするところであります。

あ い  さ つ

日本実業団パドミントン連盟会長

米  澤     濠

第18回全日本実業団メドミントン選手権大会が長崎において開催されます
こと

は!口賀にたえません。

本大会も回を重ねるごとに隆盛の一途をたどり、選手諸君の技術
の向上もめざ

ましいものがあります。昨年は トマス杯を始めとする国際選手権大会に、実業団
パドミントンの選手が中心勢力

となつて参加し、優秀な成績をおさめることができました。これは本大会
の水準の高さを示したものであり、食

が国アマチエアスポ~ツ発展のため喜ばしく思います。

選手諸君はいずれも職場に基盤をもち、生活とスポーツとを両立させながらバドミ
ントンの練磨にいそしんで

おられますが、このスボーツを通して全国の事業所職員相互の親睦がはかられることは大
いに意義があり、実業

団連盟設立の目的の一つもここにあるのであります。 日頃の実力を遺憾なく発揮して競技を行なわれますよう

お祈りいたします。

終りに本大会開催にご協力いただきました地元ならびに関係の皆様に対し深く御礼申し上げます。

3

ヽ

さて、戦后急速に普及発展した本競技も関係者各位のご努力精進に伴つて実力も向上し、男子
においては世界

の五指に列し、女子に就いては初出場で見事王座に着いたことは皆さんとともに感激も新たなと
ころであります。

本年も東京において 8月 国際学生選手権大会が開催されることも周知
のとおりであります。

今ここに世界の第一線で活躍される日本の第一線選手諸君が
一堂に会して日頃の技量をますます磨かれることは

本当に意義あることと存します。

どうか十三分に技量を発揮されまして本大会の充実をますような成果をあげられます
よう切望して止みません。

終りに本大会の為、御尽力賜りました関係各位に厚く御礼申し上げます。

‖
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ご あ い さ つ

長崎県バドミントン協会会長

荒    木      実

昭和44年長崎国体を前にして、この諫早の地にて第18回全日本実業団大会を開

催の運びに至りましたことは私共一同の最大の喜びであります。

パドミントン発祥の地である長時に実業団の皆様をお迎えすることは、これで二

回日ですが、今回も亦、あり余る赤誠も非力を補うに足らず、何かと至らぬことのみ多いかと存じますが、凡て

を御海容の上、存分の御健斗をされ、試合終了後は、長崎、小浜、雲仙、島原、天草と足を延され、成は北に転

じて佐世保、平戸、唐津と古りにし昔のキリンタン情緒と温泉をたつぶり満喫され、又とない良き憶い出をお土

産に御帰郷あらんことを衷心より祈ります。

trU)32
長崎県実業団パドミン トン運盟会長

~ノ 瀬 秀 人

このたび全国各地より7∞ 余名におよぶ精鋭選手の皆様をお迎えして、秩父宮

妃賜杯第18回全日本実業団パドミントン選手権大会がこのように盛大に開催され

ますことは、地元速盟といたしまして誠に光栄に存じますとともに、皆様のご来

県を心から歓迎申しあげます。

過去において、第 3回全日本実業団選手権大会を本県にて開催しましたが、今やこの大会も世界的選手を調羅

した日本最高水準の大会に成長してまいりました。

立派な社会人であられると共にスポーツマンとして優れたご活躍をなさつておられる皆様方には本日より5日

間洗練された心技一体の妙技を十三分に発揮され栄冠を目ざしてご健闘されますようお祈りいたします。

ご承知のとおり、来年の国体は本県で開催され、′ヽドミントン競技につきましては、当諫早市が会場地に当て

られております。この長崎国体での再会をご期待申しあげますとともに今後とも何かとご協力を賜わりますよう

お願い申しあげます。

このたびの大会の準備その他につきまして誠心誠意努力いたしましたがなお不行届の点も多々あることと存じ

ます。本大会の成功のためどうか私たちの心情をおくみとり下さいましてご寛容のほどをお願いいたします。

おわりに本大会開催にあたり多大のご協力をいただきました関係各位に対し深甚なる感謝の意を表しましてあ

いさつといたします。

-4 -
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大 会 を 迎 え て

長 崎県知事 佐 藤 勝 也

第18回全国日本実業団パ ドミントン選手権大会が長崎において開催されますこ

とを心からおよるこび申しあげます。

本大会は関係者の皆様のご尽力により回を重ねるごとにますます充実発展し、

技術的,こ も一段の向上をいたし今やスポーツの祭典としてふさわしい盛況を示し、わが国スボーツ界の発展に多

大の貢献をしておられることはひとしく認められているところでございます。これもひとえに社会人として勤務

の合い間に、スポーツに情魂を打ちこみ厳しい錬磨を重ねてこられた賜ものと存じます。

ご承知のように、本県においては、第4回国民体育大会を来年に控え明朗、積極、創造を旗じるしとして長崎

国体の完遂に一層の努力を傾注しております。

ここ謙早市は、長崎国体の主競技場に決定しており、′くドミントン競技をはじめ、外四種目の競技がくりひろ

げられるわけでございまして、このような時期に本大会の開催はまことに意義深いものがあり期待申しあげてい

る次第であります。選手の皆さんのご健斗を心から念願いたします。

最後に、本大会開催のためご尽力くださいました関係各位に深甚なる敬意を表し今後のご発展をお祈りいたし

ます。

歓 迎 の こ と ば

諌 早 市 長 野 田 次 三

本日、秩父宮妃賜杯、労働大臣杯争奪第18回全日本実業団バドミン トン選手権

大会を開催することになり、700余 名の選手役員の方々をお迎えしますことを無

上のよろこびと存ずるところであります。

諌早市は明年の第24回国体においては天皇、皇后両陛下をお迎えしての開閉会式典及び陸上競技、′`ドミント

ン競技外 3種目の競技が行なわれるため県立総合運動公園及び県立馬事公苑等が諫早市内に建設中であり、ゆく

"■
Ⅲ

ゆくは県下乃至西九州全域のスポーツ、レタリエーシヨンの場とすべく昔ながらの豊かな緑を確保して、清潔な

街づくりに意を注いでいるところてあります。

来年の長崎国体にさきがけての本選手権大会は謙早市で行なわれる始めての全目的規模の競技会でありますの

で不行届きの点につきましては各位御容赦の上ご指導下さるようお願い申しあげる次第であります。

最後になりましたが各地から参加されました選手、役員の皆さんには平素練磨されました実力を遺憾なく発揮

されまして、ご健斗下さるよう心からお祈り申し上げまして歓迎のことばといたします。

- 5 -
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バ ド ミン トン の 手 引

其の音、インド・ ボンベイ州のプーナに発生

した此のゲームは、其の発生地の名を取り「 ブ

ーナ」と称された。「 ブーナ」は今を去る百余

年前の1844年に英国に紹介され、漸次英国内に

拡がり、1873年、最初のブーナクラブが創立さ

れて間もなく、ビェフォード領主下、グロセス

ターシヤイアー県のパドミントン村で村人達が

盛んに、このダームを行う様になって以来、「
バドミントン」と呼ぶ様になった。

当時の規則は幼稚なものであったが、以後度
々改正が加えられ、今日では国際パドミントン

連盟の規則に従って世界各国のパドミントン・

プレヤーがダームをしている。現在英本国は勿

論、北欧諸国、カナダ、北米、南米、マライ、

タイ、及南洋諸国に於て行われている。

我国に於ては、大正 13・ 4年頃、YMCAに
紹介されていたが余り関心はなく、横浜YMC
Aが昭和10年正式にこの競技を取り入れて以来
研究普及が行なわれて来た。然し戦後其の発達

普及の度は急速を極み、昭和21年、日本バドミ

ントン協会が結成され、23年に日本体育協会に

加盟27年に IBF(国際パドミントン連盟)の
一員となり、今日に至り、その支部が出来る迄

に発展したものである。また、一昨年39年 5月

東京にて第 6回世界男子選手権 (ト マス杯)大
会が開催され、インターゾーン戦では日本 (ア
メリカ・ ゾーン勝者)タ イ (ア ジヤ・ プーン勝
者)デ ンマーク (ヨ ーロッパ●ゾ_ン勝者)マ
ラヤ (濠亜ゾーン勝者)の 4ケ 国中、デンマー
クがインタープーン勝者となり、選手権国イン

ドネシヤとチャレンジ。ラウンドの結果、 3度

インドネシヤは選手権国となった。

因みに現在のパドミントン人口は推定 100万

その内日本パドミントン協会に選手登録がして

ある者は約 1万名である。

競技の見方 我が国に於て江戸時代の昔から
行なわれている古い民族遊技として追羽根つき

さ様に一見やさしい競技の様に思われるパドミ

ントンは、テニスの変化に富んだダイナミック

な立体戦の特色と卓球のスピーディなゲームは

こびを兼ねそなえられ 近代的な スポーツであ

る。そして叉細かい技術を基礎にしたスマート

なプレーと同時に強力な体力を要求するゲーム

である。

繊細な技術と果敢な決断力を以って、あの早

ぃシヤトル・ コックの打合のうちに、如何にし

て相手の急所を攻めるか、更に如何にして相手

の体力を消耗させるかが図られている。

中央において 1.524れ に帳られたネットを境

として上から叩く攻撃手段としての スマッシ

ュ、高く送り返す′ヽイ・ タリヤ、 ドリブンクリ
ヤー特有のネット・ プレー、急に落下するドロ

ツプ、シ菫ツト、スピ~デ ィに烈しく打合うド

ライブ、叉は相手に自分のモーションを穏すフ

エイントモーション等独特の面白さがある。

パドミントンは織細な技術を必要とするこの

競技の性質上、選手は '― 卜の
コンディション

についても、とても細かい心づかいをする。コ

ート内の風や周囲の動きや、雑音など極度にい

やがるので観客は、例えば試合中の競技場への

出入りやコートの周囲を動き廻ったり、たとえ

短かい言葉でも声援しない様出来るだけ静かに

観戦してもらいたい。そのかわり見事なファイ

ン・ プレーに対しては、相手味方を問わず万雷

の拍手を以って応える様にしたい。

競技規則 (抜率) ゲームはダブルスとシン
グルスの二種類があり、男、女、によつて種別

が異るが、共に 1試合 3ゲーム、 1ゲームは 15

点 (女子シングルスのみ 11点)であり、 15点先

取した方がゲームに勝となり、 2ゲーム取った

方がその試合の勝者となる。得点はサープした

方が勝った場合のみ得点となり、レシープした

方が勝つても得点とならずサープする権利を得

るのみである。

シングルスでは交互に勝っていればお互に得

点とならずサープを交互に行うことが長く続く

場合もあるわけである。しかしダブル
^で
は 1

組 2人が夫 々サープすることが出来るので二人

のサープに勝たなければサープは片方に移 らな

い。尚得点に於て13オ ール、 14ォ ールになった

6



時は先に13点、 14点取っていた方が夫々5点 3

点のゲームとするかを決定することが出来る。

これをセツテイングと云って、要求しなぃで15

点までそのまま進めてもよい。女子のシングル

スは 11点ダームなので 9点ォール、10点ォール

になった場合同様に夫々3点、 2点の延長ゲー

ムをすることが出来る。 ・
次に如何なる場合がフォル ト (反側)になる

かと云うと、

1.サープ又は レシープの時ラインを踏んだり

またいた時

2.サ ープの時シャ トルがサーバーの腰骨より

高い所で打たれた場合。叉ラケットの先が手

よりも上に出た場合。

3.サ ービスが相手のサービスコ~卜 に入らな

かった場合。

4.サ ープの時又は レシープの時、かまえた足
が床面から動いたり浮き上った場合 (かかと

の上るのはかまわない)

5.シヤ トルが相手コー トに入らなかった場合
但し相手が打てば入ったものと見傲される。

6.ラ ケツトや身体の一部が、相手ヨートに侵

入したリネットに触れた場合。

7.シ ヤ トルが同一ブレーヤによつて連続 2回

以上打たれたり、 1人のプレーヤとのパー ト

ナーによつて続けて打たれた時。

8.シ ■ トルがプレーヤの身体に触れた場合。
9.プ レーヤが相手を妨害した場合。

結 び パドミントンは近時特にスポーツと
して、又、 レクリェーションとして老若男女を
問わず益 盛々んとなり、屋内の体育館だけに留

まらず、ビルの屋上や公園空地などで愛好され

ている。しかし交通のはげしい道路上で行なう

ことだけは危険であり、交通道徳の面からも是

非禁止されなければなければならない。

誰にでも手軽に出来る運動であ り、今後より

以上の普及発展が予想されることだろう。

15.40

0.038

サイドライン (ダブルス)
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第18回全日本実業団バ ドミントン選手権大会

大 会 役 員

大 会 名 誉 会 長

大 会 名 誉 頂 問

大 会 会 長

大 会 副 会 長

参

日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会 会 長

労   働    大   臣

長 崎 県 知 事

長 崎 県 議 会 議 長

長 時 県 教 育 長

陳 早 市 長

錬 早 市 議 会 議 長

諫 早 市 教 育 長

日 本 実 業 団 バ ド ミン トン連 盟 会 長

″     副 会 長

本

′
]ヽ

佐

中

国

野

真

柴

米

靭

山

広

村

荒

ロ

川|

藤

オヽ|

淵

ロ

田

田

岡

木

ノ 瀬

山 田

田 中

八 木

中 lЦ

弘  敏

兼  敏

四  郎

責

秀 人

文 雄

吉 次

正 保

武 人

平

勝

禎

芳

次

二

也

二

一

三

立

進

滋

勉

三

崎
　
田
　
澤

哲

間顧

長 崎 県 バ ド ミ ン トン 協 会 会 長

長 崎 県 実 業 団パ ドミン トン連盟会長   一

石 渡 俊 一  自 山 源三郎  松 葉 徳三郎

小 川I 雄一郎  小 川l   孝  金 谷 林 作

長 島 違 吉  犬 塚 赫 夫  田中丸 善三郎

才 木 生 馬  梅 綺 武 士  植 原 一 角

内 田 静 馬  岩 永 直 之  松 本 正 敏

市 川 一 郎  瀬 頭 大 治  稲 永 俊 滋

脇 山 勘 助  増 田 正 基  宮 崎 違 雄

角 田 賢 三  地 崎 宇三郎  須 郷
`I太

郎

田 村 光 政  浅 野 喜代治  4ヽ 関 三 郎

市 川 十 郎 預 賀  修  口 野 貞 夫

佐久間 正 夫  和 田 吉 弥  」ヽ 口 政 雄

朝 倉 良 三  中 村 篤 衛  金 森 藤 平

撮 原 新十郎  矢 部 喜 一  後 藤 釘 二

九 鬼 紋 七  岡 崎  忠  永 末 英 一

月I 畑 与兵衛  日本 書右衛門  田 原 又 蔵

与

宮 地 寿 彦

早 ′ll  員

中 部 利三郎

松 橋 藤 吉

小島 忠、左衛門

小 柴   貫

広 田 兼 敏

官 下 与 吉

加 藤 義 孝

石 渡 俊 一

中 村   健
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中 尾

鎌 田

森

米 丸

高 橋

塚 原

古 賀

野 田

赤 崎

佐 藤

喬 一

道 海

俊 雄

芳 男

政 治

直 記

正 人

富士美

義 忠

有 喜

天 野

俊 成

山 下

谷 ロ

大 町

土 井

馬 渡

野 田

馬 場

松 本

市 河

藤 井

鶴 丸

深 川l

松 ロ

福 井

棚 林

谷 川

松 尾

野 ロ

八 五

二 男

広 長

長 郎

光 生

勝

直 人

国 最

精 喜

賢

辰

卓

正

春

康

武

平

雄

薫

旱

美

章

久

保

原   立 市

入 交 庄 子

藤 田 義 光

稲 福 盛 輝

竹 下   哲

森  徳 男

高 瀬 末 義

森   澄 秋

才 木 演 男

沢 村 正 之

MEMO

諌 早 観 光 ホ テ ル (道具屋 )

TEL ② -3360
大 会 本 部 役 員 宿 舎

県 事 務 局 宿 合  水 月   楼

TEL ② -0330
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員役〈
ム「

ノヽ

大 会 委 員

日本 パ ド ミ ン トン協会理事長

日本実業団バドミントン連盟理事長

長 崎 県 メドミントン協会理事長

五十嵐 正 信

吹 田 修 一

上 原 正 士

中 正 稔

多 小五郎

合   満

山 本 八 郎

森  友

増  井

徳 兵 衛

益  三

信 一

三 郎

栄 一

厳

正 雄

広 守

隆 房

庸

健 司

熊

博 宜

多美男

健太郎

昭 紀

昭 夫

均

静 男

茂 樹

誠

善 子

治

雄

正
　
安

倉

藤

高

内

市

先

昇端
　
井

川
　
今

秋 元

伊 沢

小 飼毛 利 清 志 小 宮 淳 宏

牧 野   武

橋 本 角 市

榎 本 彦 次

布 弓l 修 二

岡 村 英 男

佐々木 隆 夫

相
　
雄

英

成

岡
　
辺

大
　
渡

高

岩

内

塩

山

鈴

野

内

河

倉

新

日

夫

治

博

菫

彦

雄

重
　
由
　
正

　

　

邦

忠

橋
　
井
　
田
　
川
　
本
　
木

〓
　
夫

一　
保

山

谷

田

原

関

穐

神

増

柴

寿

明

充

雄

作

悟

三

利

弘

光

良

　

単

田

地

本

沼

和

菊

松

生

大須田

小出沢

千 田

博
　
櫓寿

村
　
島

日
　
‐甲

一　
雄

智

鉱

義
　
一

垣

手

竹

崎

田

田

藤

藤

子

谷

田

板

玉

大

宮

植

東

斉

伊

金

浜

前

丸 山 喜 久

寿

章日
´

口
　
岡

寺

村

夫
　
麻

初

芳

井
　
田

横

池

庸 彦

島 ロ

保 坂

真 崎

大 坪

片 平

角 日

牧 野

伊 藤

宮 崎

中 村

貞 雄

俊 一

立

常 憲

直 照

寿

秀 仙

恵 一

勝 治

哲 朗

青 木

石 原

=宅
仲 村

遠 藤

三 沢

池 田

松 田

有 馬

森 林

中 島

柿 本

山 崎

中 村

昭 二

幸 雄

雄 吉

寛 市

啓 治

英 二

徳 光

勝 男

利 宣

勝 見

泰 二

修 宣

茂 雄

ふみ子

雄
　
正
　
壮

忠

泰

光
　
見

高

進

雄

輝

雄

寿

生

みろ

末

幸

繁

　

　

勝
　
ひ

田
　
浦
　
野
　
本
　
藤
　
尾
　
藤
　
野

永

成

高

官

佐

岩

松

牧

喜 多

塚 原

小 日

正 林

森

中 村

― iO―

大 会 委 員 長

大会副委員長



総 務 委 員 長

総務 副委員長

総  務  係

会  場  係

式  典  係

駅前総合案内係

接  待  係

受  付  係

掲  示  係

報 導

救  護

馬 利 宜

崎 勝 治

野 秀 仙

崎 茂 雄

口 勝 男

浦   回

原 照 子

頭   弘

辺 真 理

本 4ヽ 登

重 澄 子

浦 みゆき

井   久

口 輝 美

崎   稔

平 直 照

崎 貞 子

林 勝 見

釜 重 任

塚 原 直 記

本 山   滋

吉 村 和 利

草 野 力 磨

中 山 武 人

立 り11  洸

酒 井 篤 子

大 我 幸 蔵

原 田 俊 子

東 ‖l 暁 子

鈴 口 千賀子

古 賀 洋 子

内 田 義 勝

塚 原 美知子

口 中 司 郎

松 尾 弘 泰

山 田 エ ミ

真 崎 康 三

鬼 塚 ワ イ

宮 田 妙 子

大  会  役  員

長崎県実業団パドミントン連盟理事長

日本実業団パドミントン違盟常務理事

九 州 バ ド ミン トン連 盟 理 事 長

長崎県パドミントン協会常務理事

諌早市パ ド ミン トン協 会理事長

高

杉

和

片

前

野

山

田

平

田

末
　
健
　
　
　
直
　
昭

雄

次

寿

照

紀

有

宮

牧

山

松

江

渡

岡

近

」ヒ

酒

山

亀

片

宮

森

下

高 瀬

牧 野

藤 山

野 中

山 本

武 富

西 山

村 川l

西 山

佐 藤

弥 永

末 装

ひろみ

孝 雄

素

正 毅

朝 則

祐 三

忠 義

貞 之

保 子

隆 子

徳 永

西 村

津 田

岩 永

木 村

中 国

中 村

立 ,‖

直 喜

正 子

俊 弘

忠 雄

俊
=郎
静 子

義 男

司

泊宿

係

　

係

　

係

前 川| つや子   野 田 輝 子

木 下 正 和

神 尾   弘

宮 崎 洋一郎

谷 川 国 義  斎 橋 紀 男
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競 技 委 員 長

競 技 副 委 員 長

審   判   長

副 審 判 長

日本パ ド ミントン協会常務理事

長 崎県パドミントン協会常務 理事

日本メ ド ミン トン協 会常務 理事

日本実業団パドミントン連盟常務理事

長崎県パドミントン協会常務 理事

競 技 役 員

主 任

主 任

森 林

香 島

吉 田

福 丸

中 島

4ヽ 山

立 石

宮 本

一の間

片 平

山 田

古 賀

豊 島

森 林

平 子

森 下

松 田

松 田

山 ロ

御 厨

渡 海

春 野

栄

勝 見

正 佳

豊

定 美

泰 ニ

祐 則

成 元

幸 輝

幹 夫

直 照

卓 生

俊 晴

栄 二

勝 見

勝 広

元 経

勝 男

克 彦

征一郎

幸 雄

昌 俊

良 三

信 重

市 嶋  智 三 郎

並 木  万 次 郎

成   清   進

伊 藤 基 記

相 馬 清 一

星 野 忠 男

木 村  俊 三 郎

中 岡   洋

下 田 武 司

審   判   員

諌早市営体育館

第 |コ ート

疎早高校体育館

第 7■ ― ト

副主任  香 島 正 佳

高 野 末 雄

松 崎 常 人

第 22-卜  主 任

第3コ ー ト 主 任

第4■ ― 卜 主 任

第 5コ ート 主 任

第 6コ ート 主 任

重 松 剛 三  金 子 三 郎

天 本 広 助

弘 蔵 守 人

田 村 昭 夫

寺 田 謙 三

山 口 正 博

岡 山 安 裕

山 崎 あけみ

赤 木

前 田

忠

国 臣

主 任

主 任

正 岡 弘 泰  喜 多 昭 夫

角 口  寿

平 野 勝 也  木 村 俊二郎

山 口 敏 則  竹 下 勝 洋

副主任 大 坪 常 憲

森 林 亀 雄  平

宮 島 由里子
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第 8コ ート

第 9コ ート

第10コ ート

第11コ ー ト

第 12コ ート

月 川1 芳 樹  野 中

森 田 美代子  丼 手

辻    優  吉 武

田 中 美恵子  上 回

片 岡 重 明  片 岡

外 高 校 生 補 助 員

主 任

主 任

主 任

主 任

主 任

紀 之

秀 仙

三 郎

石

牧

福

福

江

有

中

中

渡

伊

古

松

大

理 i

′
lヽ

橋

野

田

ロ

戸

馬

尾

野

辺

藤

田

浦

坪

田

張

中 村 富美子  鳥 越 邦 彦

村 田 秋 善

線 審 保 春

恵美子

えい子

登

昇

安 幸

昭八郎

利 宣

武 久

元 博

威

和 信

良 次

信 義

常 憲

一 彦

照 幸

暁 子

美千子

瑞 子

清 人

勲

井 田

土 井

江 頭

口 中

田 中

綾 子

伸 代

明 美

留 一

貞 夫

木 下

中 野

山 下

末 永

ユキノ

和 雄

千代子

光 義

山 下 浩 美

江 原   澄

老 松 幹 夫

巽   輝 幸

山 崎 はるみ  山 市 微 造

本 村 明 男

山 崎 敏 則  渡 海

中 村 善 子

毅

大 藤 道 子  御 厨 幸 雄

小 口 静 男

東 川

崎 村

」ヽ 崎

竹 中

松 野

MEMO
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進   行   係

諌早市営体育館  主 任

諌早高校体育館  主 任

主 任

諌早市営体育館

諌早高校体育館

諌早市営体育館

諌早高校体育館

諌早市営体育館

諌早高校体育館

諌早市営体育館

諌早高校体育館

稲 田

牧 野

伊 藤

山 崎

柿 本

正 林

宮 村

岩 尾

酒 井

勝

ひろみ

真 敏

蔵 雄

修 宣

茂 樹

みつえ

寿

篤 子

小 里 正 男  松 田 勝 男

佐 藤   仁  中 山 美都里

記   録   係

シ ヤ ト ル 係

点   示   係

放   送   係

新 川1 末 男

外 高 校 生

島 尾 元 也

外 高 校 生

北 村 栄 子

5 名

森    誠

5 名

寄 辺 豊 美

外 高 校 生

山 頭 正 之

外 高 校 生

石 川

渡 辺

松 尾   誠

草 野 力 磨

伊 藤 文 太

泉   克 弘

2  名

本 村 明 男

2 名

外 高 校 生

外 高 校 生

中 里 克 彦

12名

12名

努

　

寛

田 崎 すみ子

沢 田 弘 子

酒 井 勝 治  堤施   設   係 利 勝

大 会 の 注 意

1・ 選手は試合開始 1時間前に到着し、責任者はそのむね進行係まで連絡をしてください。

2.コ ートおょび試合時間を変更することがありますから場内放送に注意してください。
3.競技区域内には競技者および役員以外は立ち入らないでください。
4.会場内は禁煙です。喫煙は指定の場所でしてください。
5.貴重品はお預 りいたしますが、その他の持物については各自の責任において管理して
ください。
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プログラムの表紙及び上図について

「 紅毛雑話」 (長崎市博物館所蔵)は、森島中良 (江戸の人1754～ 1808年)が編集しその兄桂川国端が天明七

年 (1787年)に刊行したもので、徳川鎖国時代の唯一の間戸であつた長崎出島に来航した肛毛人 (オ ランダ人)

の風習や奇談、更に蘭書にのせられた珍説などを収録したもので、外国事情を絵入りで紹介した珍書として当時

もてはやされたらしい。

之は五巻よりなりその第一巻に下記の事が記されているのをたまたま当県協会員が発見したので貴重な資料と

思いこ にゝ転載する次第です。

D羽 子 板 五 羽 根
紅 毛 雑 話

もであそ     でしま    ひま        や り は こを
黒坊の弄びなり。西洋館にて閑暇なる時は、遣羽子越つきて遊ぶとなり。羽子板を「 ラケツト」といふ。羽

根を「 ウーラング」といふ。図形の如し。

ウーラング之図

大さ図の如し羽根は揚弓の矢羽の如き五色の染羽なり下の袋は自き革にて包み中は「 キヨルタ」という朽木

なり蹴鞠の如く作りたり革の合日の上へ赤き毛数の笹緑越十文字に置たり

ラケツト之図
へり             さんからがわ

長さ一尺七、八寸 (51セ ンチ～54セ ンチ)縁は曲物なり縁柄ともl´ 金盾筆にて巻たり両面とも三弦の革の如

き薄皮にて張り又アンペラにても張革にて張は古製なり

此玩器吾家に珍蔵せる物先年田村元雄先生へおくる今彼家にあり

※ アンペラとは多年草で茎をむしろに編んだもので、帆や日よけなどに用い、また砂糖、茶、塩、生糸
などの包装用にする。                            「

参 加 章 に つ い て    ―

日本パドミントン並びに西欧文化の発祥の地である長崎出島と「めがね」の形をした日本で唯一:●諌早市の
~め
がね橋」 (当大会会場のある公国内にあり)を組合せたものです。             ‐`

長 崎 県 パ ド ミ ン トン 協 会
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第次
_●
工ヽ

開  会  式  (6月 22日 )

1.開 式 通 告

2.選 手 入 場

3.開 会 宣 言……大 会委 員長

4.「君が代」斉 唱

5。 優 勝 杯 返 還

6.開会のあいさつ……大 会 会 長

7.祝     辞
8.歓 迎 の ことば……諌 早 市 長

9.選 手 宣 誓

10.競 技 上の注意……競技 委 員長

11.審 判上の注意……審  判  長
12.「若い力」斉 唱

13.表     彰
14.閉 式 通 告

15.選 手 退 場

１

２

３

４

５

６

７

８

９

式

列

告

表

整

通

発

△〓

手

式

績

閉

選

開

成

(6月 26日 )

表     彰
閉会のあいさつ……大 会 会 長

歓 送 の こ とば……諌 早 市 長

閉 会 宣 言……大 会委 員長

閉 式 通 告

選 手 退 場

諸 会 議 会 場 日 程 表

会 議  名 時 所 1会議名 月 日 時  間

理  事  会

監督代表者会議

|

|

|

|

6月 21日

6月 21日

13～ 15

15:30～ 16:30

1総会 |

| |
諫早観光ホテル 6月 21日 17～ 18130

|

'場

所

諌早観光ホテル

(道具屋)

口
王
手
↑日技

立

［
几

立
中
″

第 l日 目 (6月 22日 )

9:00～
9:30～ 19100

第 2日 日 (6月 23日 )
9100～ 17:30

第 31コ ロ (6月 24日 )
9:00～ 17:00

開  会  式
MTl～ 3回戦
LT  l回 戦

MT4～ 決勝
LTl～ 準決勝

第 4日 日
9:00

第 5H日
9:00

(6月 25日 )

MS2回戦～ 4回戦
LSl回～準々決勝
K 2回～決勝
30S2回～準々決勝
40S2回～準 決々勝

(6月 26日 )

MS準々決勝～決勝戦
LS準々決勝～決勝
30S準決勝～′′

40S準決勝～″

LT決勝 3位決定戦
MDl回戦～決勝
LDI回 ′′ ～ ″
HSl回戦
30D l回戦～決勝
40D l回戦～決勝
30S l回 ″

40S l:口 1″

K l回戦

― 17-
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体団子

1

2

3

4

5

/6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

、/ 17

、/18

19

20

2:

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

、/34

トヨタ 自 動 車 工 業 ・(愛 知)

プ リヂス トンタイヤ (福 岡)

三 井 造 船 玉野B(岡  山)
石 川 島 播 磨 重 工 (東 京)

東 亜 燃 料 和歌山 (和歌山)
神 戸 製 鋼 所 尼崎 (兵 庫)
佐 世 保 重 工 業 (長 崎)

船 橋 市 役 所 (千 葉)

三 ツ 葉 電 機 (群 馬)

横  浜 市 役 所 (神奈川)
住 友 化 学 菊 本 |(愛 媛)

三 菱 化 成 四日市 (=二 重)
日 立 製 作 所 水 戸 (茨 城)

沖 電 気 工 業 (東 京)

三 菱 重 工 業 京都 (京都)
日 :本 ゼ オ ン 高岡 (富 山)
日 田 市 役 所 (大 分)

|し 幌 鉄 道 管 理 局 (北海道)

大 津 市 役 所 (滋 賀)

三 菱 電 機 神 戸 (兵 庫)

明 治 生 命 (東 京)

富 士 製 鉄 名古屋 (愛 知)

十 条 製 紙 伏 木

オ リ ン パ ス 光 学

三 菱 電 機 群 馬
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あなたはこの中どれをお使いですか

日本でバ ドミン トンに必要 な全製品を製

造・販売 しているのはヨネヤマだけです.

しか もラケッ ト, シャ |ヽ ル コックは業界

最高の品質 と量産 を誇 り,海外 にもどん

どん輸 出されています.プレイヤーの皆

さまのために研究開発 されたこれ らの製

品はどれをとっても最高のプレーを約束

して くれるものばか りて・す。

ヨネヤマを選べば心配はいりません:

バドミント瑚品はヨネヤ7 急株式会社 ヨネヤマラケット 東京都文京区湯島3丁 目13番 5号  TEL(834)4486(代 )
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―

―堀―‐―(=― 撥1,げ,)釘

佐藤(忠),井上(泰)(日
干
化学)38

出 原,松 波 (日 立造船大阪)39
｀
今井(洋 ),岩本(敏 )(オ リンパス光学)40

).村 ,樋 口 (名 古 屋 鉄 道)44

鈴木(健 ),星野(義 )(電 電 東 京)42え

椎原,浅野(佳)(=ツ 葉 電 機)43

小 林,松 島 (ト ヨタ自動車)“

武 村,竹 端 (国 際電 々大阪)45

今井(清),薄田 (サ ン ケン電機)46

戸 沢,大 西 (三 菱重工京都)47

遠藤(啓 )、 青木(昇)(日 本 鋼 管)48`

川 上,永 原 (不 二 越)49

福 島, 東  (札     鉄)50

江 原, 栄  (三 菱電機長崎)51

大 泉.菊 地 (静岡小糸製作)52

1轟―湮・
‥」H■‐辺―(牝‐九■帰1静イ賄弗〉‐‐53‐

Ji■■|卜■阜―諄…1鶴卜=:ヽ―=一
.手)」:“

長谷川,安 沢 (ト ヨタ自動車)55

40
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25

3 2

0

6

41

0
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般 女 子 (単 )

22
(北 辰 電 機)36

(日 本 石 油横浜)37

33

1 佐々木 フ ミ (東 邦 レ ー ス)

2橋 本 和 子 (三 ツ 葉 電

3 中沢礼子 (日 本 ソー ダニ本 木

13 ;水 野 小夜子 (北 辰 電 機

17 金 子 美不I:子 (ト ヨタ 自動車

18 太 口 節 子 (ト ヨタ自動車)

19伊 藤 崇 子 (東 洋 ソ ー グ

6
高 橋 とも子

木 村 裕 子
1

38

39

4

46
0

0

『

4 大 山 登志恵 (三 菱電機 伊丹)

5 安 間 千代子 (福 井 銀 行)

6丹 羽 さよ子 (名 古 屋 鉄 道)

7 山 下 千代子 (三 菱電 機長崎)

8 島   宏 子 (三 菱電 機伊丹)

9日 下 悦 子 (電 電 東 京)

10 1ヒ  条 寿美子 (百 十 四 銀 行)

11 永 井 むつみ (三 菱重工京都)

12 堀 り|| え.ヽ子 (電 電 大 阪)

(豊 口 工 機)39

(三 菱電 機伊丹)40

(ト ヨタ自動車)41

(親 和 銀 行)42

(三 菱重工京都)43

(百 十 四 銀 行)44

(名 古 屋 鉄 道)45

(大 津 市 役 所)`6

(日 本ソーダニ本木)47

(三 菱電 機長崎)48

(ト ヨ′自動車)49

(電 電 大 阪)50

(豊 田 自動織機)51

(福 井 県 庁)52

(ト ヨタ自動車)53

(三 菱電 機伊丹)54

(三 菱董工京都)55

(日 本コロンピア)56

(日 本ソーダニ本木)57

(三 菱電機長崎)58

(東 洋 ソ ー ダ)59

(電 電 東 京)60

(東 邦 レ ー ス)61

(電 電 大 阪)62

(百 十 四 銀 行)63

(北 辰 電 機)64

(名 古 屋 鉄 道)65

(三 ツ葉 電 機)66

(三 菱電気伊丹)67

(石 川1島 播 磨)68

(琴 平 電 鉄)69

7 0
淑 子

ひとみ

むつ子

善 子

かおり

美津子

幸 子

好 野
′ヽ  フレ

明 美

さ え

房 子

美和子

慧 子

明 美

伝 恵

素 子

志津江

美代子

美息子

歌 子

美津江

美枝子

多恵子

みど,

博 子

孝 子

か|ま る

文 代

由紀子

泰 子

62

23

25

26

27

28

29

30

31

32

川

山

沢

村

井

中

小

深

中

永
9 2
2 綾 井

渡 辺

竹 内

カロ 治

江 頭

前 野

柿 本

大 橋

長谷川

上 野

小 守

岡 崎

小 原

10

11

12

13

14

15

2

2

0

48

2
14辻 口 京 子 (豊 田 自動織機)

15杉 田 良 子 (日 本コロンピア)

16 佐 藤 :息 子 (サ ンケン電気)
２
　
　
　
７´０

「
―
―
　
‥

詰
鰍

ス

′′―

′́20小 崎 瑞 枝 (親 和 銀 行)

21.西_― ~←‐

―

)

22 山 下 三枝子 (三 菱重工京都)

23 品 川l 洋 子(日 本ソーダニ本木)

24 片 桐 澄 江 (三 菱電 機伊丹)

25 武 久 喜美子 (日 立製作所戸塚)

26 山 際 トモ子 (名 古 屋 鉄 道)

27山 本 真 江 (琴 平 電 鉄)

28 吉 倉 恵 子 (ト ヨタ自動車)

29 日 中 千恵子 (勝 111市 役 所)

30 工 藤 よう子 (河 崎 ラケツト)

31飯 口 恵 子 (東 芝 中 研)

32傷寺 士 千
―

――越)

33宮 島 由里子 (三 菱電 機長崎)

鉾 」ヽ 野 順 子 (三 菱重工横浜)

35有 木 lミ 子 (電 電 東 京)

42 2

60 子
56

51

田 中

河 村

田 仲

中 川|

宮 竹

山 本

山 上

高 橋

天 田

浅 田

山 本

細 川|

17

19

20

43

45

65

33

34

0

2

63

0 61

35

36

,
0

- 29 -
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53
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24
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1山 本,細 川 (琴 平 電 鉄)

2中 川,石 黒 (豊 ロ エ 機)

5 永井(か ),山下 (三 菱重工京都)

6土 井,櫛 毛 (電 電 東 京)

7 島, 4ヽ 山 (三 菱電機伊丹)

8官 竹,安 村 (電 電 大 阪)

般 女 子 (複 )

7 2

佐々木,中 り11(東 邦 レ ー ス)20

15
大 橋,辻 田 (豊 田 自動織機)21
4

27 新田見.山 上 (北 辰 電 機)22

綾 井,竹 森 (百 十 四 銀 行)23

16

中 沢,金 子 (日 本ソーダニ本木)24
330

17

小 守,片 桐 (三 菱電機伊丹)26

28 小 野,森 下 (三 菱重工横浜)27

1

3‐松_‐ ―西一場―(=―ナ 葉―そ 世 )‐ 23

4 佐 藤 ,′ lヽ 池 (サ ンケ ン電機)

8

9

31

24

1 5

9 上 野,大 田 (ト ヨタ自動車) 田 中,山 下 (三 菱電機長崎)お

深 沢,金 子 (ト ヨタ自動車)29

18

10日 下,岡 部 (電 電 東 京)

11吉 田.飯 田 (東 芝 中 研)

12江 頭,宮 島 (三 菱電 機長崎)

13丹 羽,高 橋 (名 古 屋 鉄 道)

14 加 治,品  ,H(日 本ツーダニ本木)

15北 条,山 本 (百 十 四 銀 行 )

16山 本,高 橋 (石 川 島 播 磨)

17 前 野,吉 倉 (ト ヨタ自動車)

18伊 藤,河 村 (東 洋 ソ ー /)

′
3 36

11

`
有 木,日 中 (電 電 東 京)30

岡 崎,永井(む)(三菱重工京都)31

浅 口,大 山 (三 菱電機伊丹)32

2 19

25
ｎ
ν

29

12 20

0 杉 日,小 林 (日 本コロンピア)33

武 久,上 野 (日 立 戸 塚)37

32
34

13 θ

天 田.橋 本 (三 ツ 葉 電 機)34

21
中 村,小 崎 (親 和 銀 行)35

川,柿 本 (電 電 大 阪)36
0

「
―
―
浩
常

19高 橋,水 野 (北 辰 電 機)

3

4

θ

30

2

30

6

山 際,渡 辺 (名 古 屋 鉄 道)38

工 藤,原 田 (河 崎 ラケツト)25
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第 5回 アジ ア大 会 、世 界選 手 権 な どで得 た貴 重 な資 料 を も とに、第 1線 プ
レー

ャ ー の 声 を生 か して研 究 、完 成 。全 国 9万人 のパ ドミン トンプ レー ヤ ー に贈 る

決 定版 で す 。

従 来 の ロール底 の シュー ズは 、競

技 中の疲 れ が 多い ため 、安 定 性 の

良 い特 殊 デザ イ ンの■'底
を採 用 し

ま した。

動 きの ポ イ ン トに な る部 分 には強

度 を特 殊 配 合黒色 ラ
バ ー同時 成型

特 に耐 久力 をつ け ま した。

最 も破 猥 の 多い 、
子P爪先 部分 には

皮 補 強 を施 し大 きな企 画 に しま し
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30オ 以 上 (単 )

1遠

2矢

3竹

4 尾

5 片

6多

7  `釜

8渡

9植

10渡

11 森

12溝

13橋

14森

15 山

16 淵

17 伊

18 :豊

19富

20 竜

35
■

藤 啓 治 (日 本 鋼 管)

野   晃 (住友化学新居浜)

内   進 (国 立舞鶴病院)

崎 惟 信 (三 菱電機神戸)

平 直 照 (長 崎 市 役 所)

賀 純 ― (ト ヨタ自動車)

洞 義 賢 (オ ツンパス光学)

辺 浩 ― (大 日日本電線)

口 耕 司 (北 辰 電 機)

海   毅 (大 村 市 役 所)

脇 欝 夫 (国 際 電 気)

淵 宏 二 (国 際 電 )々

本 禎 二 (海上自衛隊舞鶴)

本  務 (電 電 大 阪)

田 違 也 (大 日日本電線)

上 英 紀 (北 九州市役所)

田 真 ― (日 本 鋼 管,

日  覚 (日 立 因 島)

山 武 司 (サ ンケン電気)

円 栄 治 (神 戸製鋼尼崎)

苫 孝 一 (住 友化学 菊本)

238 41 39  ο,

(十 条製紙 伏木)22

(住 友化学 菊本)23

(三 菱電機神戸)2′

(国 立舞鶴病院)25

(国 際 電 々)26

(日 本 鋼 管)27

(住友化学新居浜)28

(大 日日本電線)29

(三 菱電機長崎)30

(小 松 製 作 所)31

(丸 善石油松山)32

(北 九州市役所)33

(オ リンパス光学)34

(三 菱電機神戸)35

(ト ヨ′自動車)36

(大 日日本電線)37

(長 崎 市 役 所)38

(国 際 電 気)39

(日 立 因 島)40

(国 際 電 々)41

1 0

11

0

0

0

13

ス

4 0

23

15

堺

千 葉

井 上

時 岡

松 浪

青 木

津 吉

三 徳

重 信

一 成

俊 幸

鋭四郎

昇

哲 郎

6

0

30

31

19

20

″‐-2

大 黒

角 ロ

原

浜 中

勝 野

藤 森

小 林

北 田

吉 田

本 村

小 宮

大 道

武 村

32

22

23

24

利

明

雅

修

寛

明

根

秀

俊

明

寿

弘

誠

文

信

昇

男

塘

夫

平

7

2
決
|1券

8

0

16 2
0

129
|

「τ嗣
5 0

17 0 三決

- 33 -

21 ■

′
=

37



福 井 (河 崎 ラケツト)

竹 内 (国 立舞鶴病院)

津 吉 (住友化学新居浜)

本 村 (長 崎 市 役 所)

山 田(大 日日本電線兵庫)

神子戸 (岡 山 市 役 所)

木 村 (大日日本電線
和歌山)

小 林 (三 菱電機神戸)

青 木 (日 本 鋼 管)

30ォ 以 上 (複 )

12 0 14

17

(ト ヨ′自動車)10

(神 戸製 鋼尼崎)1:

(国 際 電 気)12

(日 立 因 島)13

(北 九州市役所)14

(住 友化学菊本)15

(オ リンパス光学)16

(大 村 市 役 所)17

(大 日日本電線兵庫)18

(国 際 電 々)19

1河

2時

3矢

4 片

5吉

6 岡

7喜

8尾

9遠

崎 ,

岡 ,

野 ,

平 ,

日 ,

本 ,

多 ,

崎 ,

藤 ,

多 賀,

竜 円,

森 脇,

豊 口,

淵 上 ,

三 苫,

釜 洞 ,

」ヒ 田

鍋 日

小官根

大 道

勝 野

千 葉

藤 森

卜

＾
χ
一カ

「
―

■
ベ

Ｌ

８

ｉ

日

Ｉ

ハ
″
）

9

10

15

3

11

40ォ 以 上 (単 )

5

16 18

2

(北 九 州市役所)13

(住友化学新居浜)'4

(舞 鶴 商 事)15

(日 立 因 島)16

(住 友化学 菊本),7

(ト ヨ′自動車)18

(岡 山 市 役 所),9

(三 菱重工長崎)21

(豊 田自動織審)21

(日 本曹達二本木)22

(国 際 電 気)23

海,福 田

大 黒,渡 辺

清 淵,松 浪

1越 智

2中 村

3紀 田

4 中 島

5福 井

6井 沢

7高 野

8 上 田

9新 宮

10 川1 谷

11 田 谷

12 山 城

動 也

高 久

文 男

泰 二

久 男

宏

末 雄

辰 男

信 男

貞 夫

勝

智 徳

松 木 貞

沢 英

安 藤 八

谷 口 房

杉 山 清

官

竹

清

尾 義

沢 高

脇 機

(住 友化学 菊本)

(豊 田 自動織機)

(舞 鶴 商 事)

(大 村 市 役 所)

(住友化学新居浜)

(名 古 屋 鉄 道)

(三 菱重工長崎)

(日  立 因 島)

(舞 鶴 商 事)

(日 本石油新潟)

(三 菱 レー ヨン)

(ト ヨ′自動車)

郎

治

行

夫

豊

進

光

嶺

夫

決

23
21

6

10

― 深 津

社

14
'文

19 |:|

ク

3

17

1′ 「
"][」 ″ξ

′
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1深

2杉

3紀

4福

5江

6高

津,山

山,上

回,新

井,安

口,謀

野,成

1

「 Tコ

越 智 ,

明 珍 ,

中 島 ,

中 村 ,

本 多 ,

谷 口,

松 本

西 村

森 林

西 尾

酒 井

久 代

1 小 宮 ,

2 梶 谷 ,

3 品 り‖,

4 吉 口,

5 星 野 ,

6 山 本 ,

7  鈴

8安

9 高

10 西

11 伊

(ト ヨ′自動車)

(日 立 因 島)

(舞 鶴 商 事)

(住友化学新居浜)

(日 田 市 役 所)

(三 菱重工長崎)

(ト ヨタ自動車)

(福 井 銀 行)

(電 電 大 阪)

(日 立 戸 塚)

(電 電 東 京)

(北 辰 電 機)

(三 菱重 工横浜)

(ト ヨ′ 自動車

(電 電 大 阪)

(大 津 市 役 所)

(名 古 屋 鉄 道)

20 21

城

田

官

藤

ス:

清

40オ 以 上 (複 )

決
月券

3

(住 友化学 菊本)7

(三 井造船玉野)8

(大 村 市 役 所)C

(ト ヨタ自動織機)10

(長 崎 市 役 所)11

(舞 鶴 商 事)12

1 υ

　

　

９ 10

4

0
ブt

混
′ゝ
ロ

上 野

安 間

堀 りll

武 久

奈良岡

高 橋

小 野

金 子

柿 本

竹 内

山 際

1 ′

ο
l

2

10

田 上 ,

今 井 .

小 林 ,

加 藤 ,

富 田,

長谷川,

鈴 木 ,

樋 口,

牟 礼,

中 り‖,

京 屋 ,

板 垣 ,

右 木

佐 藤

吉 倉

長谷川

上 野

深 沢

田 仲

丹 羽

宮 武

宮 竹

木 村

太 田

ド

・

(電 電 東 京)12

(サ ンケン電気)13

(ト ヨタ自動車)14

(福 井 県 庁)15

(日 立 戸 塚)16

(ト ヨタ自動車)17

(電 電 東 京)18

(名 古 屋 鉄 道)19

(琴 平 電 鉄)20

(電 電 大 阪)21

(日 本石油横浜)22

(ト ヨタ自動車)23

0

18

決
ll券

木 ,

沢 ,

野 .

原 ,

村 ,

fl

14

17

19

6

「

た

場
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祝

第 18回 全 日 本 実 業 団
ト ン選 手 権 大 会

日本バ ドミントン協会公認

丈 夫 で 優 秀 な

Yo M.ミ セ キ ネ ッ ト

本 大 会 御 使 ネ ッ ト

各協会及連盟公認のスポーッ用ネット全般メーカー

特にバ ドミントン、ネットは御まかせ下さい。

カタログ御申越次第御送りします。

ミ セ キ
″

4｀ ッ ト製 作 所

埼 玉 県 幸 手 町 中 1~「 目7-4
(東 武 日 光 線)

TEL 04804 ② 0 3 7 9

.′
′

ヽ
ヽ
ヽドバ



長崎県諫早市製造元 黎明酒造株式会社
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四
国

高級 中華 料理

御家族連れ及び大宴会場有

園蔓
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一暴

り

□
ｄ
□
ｄ
□
ｄ冷暖房完備

長崎市新地町

電 (22)一五〇七、六二一九番

文 明 堂 のカス テ ラ は日本全国どん雄 い所へでもお件します/

文明堂が画期的な新技術を開発′文明堂のカステラはこれで夏に一段とつよくなりました
15日間の保証つき……どんな遠方へお持ち頂いても安心です (製法特許申鱗中|

ф

ゞSi oいiユヨつ
~言
う
・

'●

E0

。こ・■・書・
=,g。

■・會・■

文明堂のカステラ

長 崎 文 明 堂 総 本 店

贈物 には・・・・だれもが選 ぶ



歓 迎
第18回全 日本実集団バドミントン選手権大会

前 進 丸 漁 業 部

諸 谷 義 武

事 務 所 長 崎 市 大 黒 町 ll-1

TEL ② 8181 o 1865

コルトはサラブレット

ゎが口初
のチルト

′

薇に多
二
「
Fル

ヽ` ノドル装 椰

二′″「墾生
/

わ

長時三菱自動車

本 社・長崎市幸町  ・T E L ②7241
営彙所・佐世保市大塔町・T E L ③4351
営業所。諒早市貝津町 ・T E L ②3370
営業所・島原市田町  ・TEL 3058
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県 名 事業所名 (チ ーム名 ) 監 督 名 選   手   名

渋井 明 日中昭夫 福島智徳
東 政文 乙武重九 山田 元
柴口賢治

森田 彪 山田竜一 平野義孝
中村徳光 佐藤信次 成瀬敏夫

木村敏男

(男子 )

札 幌 鉄 道 管 理 局

諫早観光ホテル 19

`ヽ `_
顧H

好 荘

浅井金一

イ

松

電   電   札   幌

岩 手 富 士 製 鉄 釜 石 寛 及川 好 伊藤

江口 歳男

会大群キ螢くイヽ二 4ン 田ヽ彙実本日全ビ8「霞

青山 繁樹 国鉄諫早宿泊所

選 手 名 簿

Sぱ
`

Чl:

騒  着

宿  舎  名

富 士 重 工(株 )群 馬製作所

三 菱 電機 (株)群馬製作所

群 馬 渡辺 晃一

高橋 恒夫

¬い
ヽ

葉 電 機 製 作所(株)三 ツ

東 京 三 洋 電

椎原邦雄 浅野佳夫

キ Q
石井真一

元木育男 千田

エ

河崎 ラケツトエ業株式会社

石 川界

命明   治

福井 正康

川  荘立 8

絆,力 li金 (1
立  り|1 荘 8

サ ン ケン電 気 株 式 会 社 富山 武司 今井清兼 薄田隆衛 坂

t
ilil: 山武司

日 研 化 学 井 小野玲穂

吉田 司

心   館 10

■

L
H

“
"

美  荘

界 栄一 小林敏男 福井正康

三上 勇 堀口邦彦 川津 晃

月

月

城 (株 )日 立製 作所 水戸工場 杉浦 重夫 早りlI 博 福田喜代志 西湯秀男
木谷 進 今井勇司 石坂文男

大谷浩男 渡辺晃一 山形 武
三上隆康 大槻繁美

小沢永一 栗原 弘 阿久戸義昭

鴨  の  井

二 の 丸 荘

|

40 -

北海道

1 伊.III幹 41:

白林弘司 大野孝治

功 1 村田俊夫 浅井良伸 徳保 勝

1 菅村好基 加茂正一

星野 良夫
1 
官永武司 清水重秋 大沼新一

深谷 昭 杉本伸之 宮本興一

1 海保正義

玉



名

一，

県

東

電 電 東 京

東 京 都 庁

河崎 ラケツトエ業株式会社

(株)北 辰 電 機 製 作 所

沖 電 気 工 業 株 式 会 社

国 際 電 気

K.Kヨ ネ ヤ マ ラ ケ ツ ト

選 手 名 簿 (男子)

事業所名 (チーム名) 監 督 名 選   手   名

幸春

若松 進 河崎一幸

鈴木幸春 口上十六 森谷喜久男

日野泰三 横倉良樹 星野義昭

鈴木健二

鈴木 蕃 右回利弘 高橋秀男

久保田義典 大原政義 角保 明

中山広明 山本洋彦 黒崎二男

千葉健司 細野敏男 岡部幸一

植口耕司

佐藤彦次郎 ロロ長生 鈴木義男

飛永勝一 古沢 弘 山本博司

佐藤邦夫

4'B-+

耕司

宿 舎  名

水  月  楼

口 中 和 子 方

諌早観光ホテル

米 屋

水

″
　
　
　
　
　
日
刀

番号

23

19

23

神奈リ

|

|

|_

日 本 鋼 管 株 式 会

横 浜 市 役

日 立 戸 塚

所

日 本 石 油 横 浜

東京芝浦電機(株 )中央研究所

三菱重工業 (株)横浜造船所

日 産 自 動 車

社 佐治  豊

上杉 光芳

遠藤啓治 伊田真一 青木 昇

石川二郎 三浦 力 内口 茂

船山誠義 高橋正宏 上方 充

福田耕三 渡辺直人 福士博美

古川昌彦 斎藤 満 長瀬正敏

京屋孝治 山下豊彦 麻生民次

小野重行

桜井光雄 三国良彦 山下高志

伊藤武彦 轟 勝彦 久保サll勝

鈴木勝之 岸 賢司 倉田豊三郎

守口 茂 ,H北義正

吉田邦男 富口健一

井上 章

充

民 次

上方

麻生

資夫福
'|:

-41-

和  泉  屋

八  千  代

31



(男子)選 手 名 簿

県 名 事業所名 (チ ーム名) lmea I
選   手   名 宿  舎 名

1宿
舎番号

松 竹 旅 館千 葉 長島一男

石井 昇

太田盛秋

山下正明

船 橋 市 役 所 田久保能久  中村 忠 相川靖宣

渡辺正男 石渡紀雄
旧久保能久

丹生谷義徳 丹生谷義徳 大倉末広

=浦
英男 井沢昌彦

1 坂井秀雄

清  風  荘

3

4
新 潟

三井 造 船(株 )千 葉造船 所

日 本 石 油 新 潟

日 本 曹 違 二 本 木 工 場

日 産  火 災 海 上

1谷貞夫

正広

石 橋 旅 館

松  葉  荘

富  山 十条製紙株式会社伏木工場 堺 堺 三徳 大野幸雄 江守 清
小坂信雄 芳田 清 釣谷友一

盛野博之 関村願治 徳田尋信
谷口祐三 野村正一 中山邦夫
高田政勝

林 邦雄 」ヒ 孝春 四日信治

西川1 研 荒木宗直 中野英雄

川上洋一 永原昌雄 柳瀬昭二

成伯 裕 畑 栄進 国島一正

野崎隆夫 比田庄衛 寺崎由雄
坪内茂雄

梶谷将人

原 紀征

加賀久次

水  月  楼 23

`
15

17

屋

11

高 岡 市 役 所

徳
　
　
　
　
夫

〓
一　

　

　

邦

日 本 ゼ オ ン (株 )高 岡

中 .11

中野

株 式 会 社 不 二 越 川上 洋一 荘見

か  つ  や

喜  陽  館

福 井 敦 賀 市 役 所 野崎 隆夫

日村 祥商 中田吉昭 室

村中 猛

福   井   銀

敦 賀 ヨ ー グ ル

福   井   県

行 角

庁

倉 庫 精 練 株 式 会 社 勉 東 茂樹

亀田逸夫 山本秀夫 浅井 清
竹内 進 荒川l 弘 桜木美智

石 川

津 田 駒 工 業 株 式 会 社 桜木 英智

- 42 -
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選 手 名 簿

監 督 名

(男子)

県 名 事業所名 (チーム名) 選   手   名 名 1宿舎番号

水  月  楼 23明 弘原石

長

」ヽ 松 製 作 所

野 *. t):,/,: Z -L* 藤森 修一 釜洞義賢 今井祥隆 岩本敏男

藤森修一

|

田村 幸一
|

|

|

静 岡 (株 )小 糸製作所静岡工場 大泉善一 日下部敏弘 菊地光雄

岡村敏雄

愛 知 (株)豊 田 自動車融機製作所

ト ヨ タ 自 動 車 工 業

名 古 屋 鉄 道 株 式 会 社

富 士 製 鉄 名 古 屋

豊 田 正 機 (株 )

西川幸男 深井忠男 武田正雄

小山 勇 中村高久 西尾義光
上原 信彦

伊村

油井 秀男

松  比  呂

春  日  屋

24

19

21

洒
一一 小宮好雄

安沢武司

伊藤一夫

松島 保

多賀純一

板垣善憲 長谷川敏彦

小林一宏 牛島秀雄

多賀靖之 間間昇一

深津 豊 山城智徳

北田寛一

14 伊村 隆 後藤守司 極ロー春

伊藤順司 高橋克己 井沢 宏

沼塁敬夫 西久保博明 金谷義‖t

二瓶 清 山本卓男 平松光男

奥野哲次

宮川1 清 古川直仁

諫早観光ホテル

メし |、
,

大  城  屋

三菱化戊工業(株 )四 日市工業 功 増井孝夫 ′lヽ林 悟 吉原 洋

糸永泰典

二  重

岐 阜 特 殊 製 紙 岐 阜 忠夫河合 新名克彦 り‖瀬勝幸 高田文男

田中忠之

滋 賀

都〓宗 石原 教 大西秀信 戸沢正雄

福井達雄 豊田耕三 高宮梵之助

石津正明

春  日  屋

|

佐藤 賢 釜屋明和 西原四郎

日中正民 松井弥寿男
上田 正雄大 津 市 役 所

三菱重工業 (株)京都製作所 宏也

43

和  泉  屋 31

津  屋 1 141



名

都

県

一示

事業所名 (チーム名)

製

海 上 自 衛 隊 舞 鶴

所作

国 立 舞 鶴 病 院

舞 鶴 商 事

大 阪 電 電 大 阪

松 下 電 子 工 業 株式会社

国 際 電 信 電 話 (株 )

日 立 造 船 大 阪

和歌山 東亜燃料 (株 )和 歌山工場

大 日日本電線株式会社箕II,

兵 庫 神 戸 製 鋼 所 尼 崎 工 場

大 日 日本電 線 株 式 会 社

監 督 名

俊幸時岡

武村 俊平

利之永広

安り|1 和正

高野五「 美

矢田 直宏

三好 孝行

昇古 ロ

選 手 名 薄 (男 子)

選   手   名

加藤英和 永谷祥= 和
田正高

若林 登 上国 勉 甲良洋一

奥田俊次

竹内 進 時岡俊幸 渡 敏行

池部勝美

谷口房治 紀田文男 新宮信男
久代貫三郎

白井規久夫 橋本禎二

中川安正

三木 喬

清水 孝

大橋誠治

浜田幸雄

竹端捷次

武村俊平

出原武雄

品川勝男 高野五十美

木谷正美 工藤鶴雄
口中啓文 森本 務

畑部輝秀 近藤敏和
山本主計

松浪鋭四郎 溝淵宏二

藤井靖雄

松浪新治

水谷哲雄 片岡正一 宮岡 昭

東山 勲

喜多 勝 木村隆清

小泉淳一 友金利一 浜野 孝
森田昌彦 口中 至 大竹節夫

森田俊治 田崎哲夫 竜円栄治

鍋田健一

大黒利明

駆座一利

佐野嘉彦

渡辺浩一

清水 力 中村邦宏

佐藤義則 古井一弘

吉田 昇 山田違也

- 44 -

宿

藤  の  家

諫早観光ホテル

全
ロ

Ｆ
一

角

千  鳥  荘

つ  た  や

春  日  屋

み か ど ゃ

大

名 .宿舎番号

27

19

18

41

″  |

1

1

|_

鶴 , 38 1



選 手 名 )lF(男 子)

選   手   名 宿  舎  名 1宿舎番号県 名  事業所名 (チーム名) 1 監 督 名

庫兵 三菱電機 (株 )伊 丹製作所 萩野 一夫 清田隼久 立花宏昭 萩野一夫

大田照雄 藤彙邦彦 堀 英明

三菱電機 (株 )神 戸製作所 尾崎 惟信 井上一成 吉野昭文 宗重 昇

簡井清志 尾崎惟信 小林忠信

岡 山 岡  山  市  役  所 岡本 武利 1 小松 貴 藤井英雄 岡本武利
|

1神子戸輝幸 大村泰治 崎本明夫

社 竹三

上野輝治 万代芳郎 茅上一男

田中健二 明 珍勝 西村 喬

西村一夫 森本一郎 藤原道文

氏家 徹

三 井 造 船 玉 野 A 虻 江 優

　

　

　

孝

哲幸松村宇 部 興 産

山 陽 パ ル プ 岩 国

豊田 覚 大道秀夫 杉山清行

上田辰男

末広秀樹 河添忠夫 石川好夫

味村恭二

川岡 智 宝井勝夫 林 厚志

官岡康臣 大和田哲夫 長藤俊成

末岡通典

B 金田

広  島

山  ロ

日 立 造 船 因 島

三 菱  レ ー ヨ ン 田谷 勝

屋福

え び す や

一 楽 旅 館 こつ

八  千  代 1 29

12

鴨  の  井

菊 水 旅 館

八  千  代

喜  陽  館

香

媛愛

高 松 市 役 所 野口 利行

琴 平 電 鉄

阿部正信 田中信一 横岡忠幸

野口利行

牟ネL 顕

片上逸志 秋山英明 岩崎 博

千葉重信 松本真夫

諫早観光ホテル

乖′き

住 友 化 学 新 居 浜 '大図 敏雄 1 矢野 晃 津吉哲郎 須山盾夫

佐々木孝 安藤八郎 福井久男

菊 本 1薦日 常郎 1 越谷勤也 三若孝一 中村昌弘

- 45 -

石 橋 旅 館

″ |

1

l

|_

松  葉  荘   1 1



(男子)選 手 名 簿

県 名 事業所名 (チーム名) 監 督 名 選   手   名 宿 舎 名 1宿舎番号

媛

岡

愛

福

丸 善 石 油 松 山 製 油 所

田

プ リ デ ス ト ン タ イ ヤ 美山 紘幸

九 州 市 役 所

浜中 誠 松木信夫 白石卓夫

佐伯友正 大野 貢 藤田峯斉

井上和秀 美山紘幸 海上光昭

緒方正行

淵上英紀 勝野雅文 遠江一彦

林辺安治 =沢英二

浜中 一ユ

分大

英三沢

昇美菫「所役市 田中大也 春武俊一 佐藤国晴

宮原秀三 桑野 昇 江口 恵

諌元慎一

二 の 九 荘

16

諌早観光ホテル

長  崎 三菱 重工(株 )長 崎造船 所

三菱電機 (株 )長 崎製作所

山口征一郎 平野勝也 前田国臣

山口敏弘 松野 勲 巽 '暉幸

田中貞夫 高野末雄 成満 進

山市餃造 江原 澄 山崎敏則

栄 信重 江口忠道 山口正博

長松保男 角田 寿

本村明男 福丸定美 下田武司

片平直照 竹下勝洋 柿本修宣

本多岩根 酒井 繁

森林勝見 中島泰二 渡海 毅

渡海昌俊 福田安幸 黒田一彦

伊藤恵一 正岡弘泰 金子三朗

赤木 忠 遠藤勝義

山崎蔵男 前日昭紀 宮崎勝治

森  誠

角田

喜多 昭夫

片平 直照

前日 昭紀

県スポーツの家

県スポーツの家

44

16

長 崎 市 役 所

大 村 市 役 所

諫 早 市 役 所

松口 勝男

佐 世 保 重 工 業株 式会 社 伊藤 恵一 雲  仙  館

―

∃

- 46 -



イれ 子ヽ ″ カ
_                         ■、        ^

光々11うなざ沼「
イネ旱4′ スヽリ」あ通中 化′

'多

②O―おえム

出張料理・ 折詰
お誕生会・ 棟上・ 落成祝・ 開店被露

お家庭てのパーテイ等

尚各種会合に当店の和室をご利用下さい

レス トランね
長崎市浜町電停前 TEL(22)3432o8430

超コンパクトな
最新の電子復写機
爾子リコピ電

ブックものでも シー トものでも
純黒調の乾いたコピーがとれる
卓上電子復写機

■書籍・両面印刷物 も大量コピーする

E=D

298,000円l    E 488,000円
株式会社 リ コ ー

長崎営業所  長崎市魚ノ町 2番 17号 電話 07256～ 7番

BS-1
事子リコピ雪

5口2

歓 迎

皆様の御健斗を心からお析り中し上げます。

長 崎 特 産

田 川 ベ ツ 甲 製 作 販
」旨

ワ已

長 崎市 今博 多 町 56 TELい 5027
(長崎県パドミントン協会員)



(女子)手 名 簿■
二
一ヽ

遥

県 名 事業所名 (チ ーム名) 監 督 名 選   手   名 宿 舎  名

石 ,‖ 島播磨重 工 業 (株 )

(株 )北 辰 電 機 製 作 所 植田 耕司

株 式 会 社 大 丸 東 京 店 飯野 泰史

I

米

東 京 京   功 屋

　

　

　

屋

電 電 東 京 富口  豊

東 京 都 庁

方
　
　
　
　
　
　
ル

子
　
　
　
　
　
″

和
　
　
　
　
　
光

中
　
　
　
　
　
　
報

田
　
　
　
　
　
諌

水  月  楼

渡辺節子 吉田則子 山本由紀子

高橋節子

高橋とも子 水野小夜子

山上博子 新口児フミ

有木 トミ子 日下悦子 土井治子

岡部ふさ子 口仲美津江

櫛毛 ミキ 奈良岡洋子

中島あつ子 島口淳子

近藤あや子 星野雅子

島田律子 石毛政子 伊藤くみ子

吉口啓子 伊藤ング子

沖杉久子 栗原茂子

群  馬 三菱電 機 (株 )群 馬製作所 茂木 正弘 清水要子 杉田陽子 町田幸江
加藤泰江 正田静枝

二 の 丸 荘

株式会社 三 ツ葉電機製作所 樹所 久男 松本光子 天日かはる 橋本和子

西場重子

立  りll  屋

埼 玉 河崎 ラケツトエ業株式会社 福井 正康 原 則子 工藤よう子 長国民子

原田ケイ子

佐々木フミ 中川美枝子

館野美津江 佐々木君子

佐藤恵子 小池たき子

水  月  桜

東 邦 レ ー ス 株 式 会 社 末治 松 竹 旅 館

サ ン ケン電 気 株 式会 社 赤  坂  屋

神奈川 日本コロンピア(株 )川崎工場

三菱重工 (株)横 浜造船 所

小林歌子 杉田良子 小原志津江

塗師外茂子 宮田ンズエ

小野順子 森 美和子 岡村 行

森下牧子 藤沢順子 石津俊憲

木村裕子 牧田久子 北川一恵

長野幸技 石田千恵子 金子幸子

加藤礼子

伊東 隆文

上杉 光芳

日 本 石 油 横 浜 麻生 民次

-48_

水  月  楼
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和  泉  屋 31



(女子)選 手 名 簿

県 名 事業所名 (チーム名) ftE a 
I

宿
′、 名 1宿舎番号選   手   名

神奈川

千 葉

東京芝浦電機(株 )中央研究所

日   立   戸   塚

飯田恵子 吉田智恵子

武久喜美子 上野良子

恩田和子 島峰洋子 菊地陽子

及川泰子 佐藤ツヤ

泉
　
　
千・〈

和

浜

吟
=

代

31

29

日 立 茂 原 近藤  登 屋

新 潟 日本 曹 達 二 本 木 工 場

富 山 株 式 会 社 不 二 越

加治ハル 品川洋子 中沢礼子

金子美代子

長谷川慈子

安間千代子

口中千恵子

風岡敏子 木内俊子 森野秀子

渡辺正子 山田好子 平野京子

山際 トモ子 渡辺幸子

丹羽さよ子 田口美代子

高橋孝子

上野明美 太田節子 深沢むつ子

前野さえ 吉倉恵子 金子美和子

和田昌代

大橋美和子 辻日京子

中川淑子 石黒恵子

永井かおり 山下三技子 岡崎繁子

永井むつみ 松尾志津

永笠井弘子 小沢洋子 辻井海南宏

前田紀代子 黒国とみ子

石 橋 旅 館

城  見  荘 17

角 H= 18

宮沢

伍島文子

福 井 福 井 県 庁

福 井 銀 行

勝 山 市 役 所

豊 口 工 機

知愛

静 岡 本 州製 紙 (株)富 士 工場

名 古 屋 鉄 道 株 式 会 社 伊村

ト ヨ タ 自動車工業 (株 ) 深津  豊

諌早観光ホテル 19

春  日  屋 26

八  千  代

松  比  呂

29

24

大 津 市 役 所

株 大  城  屋

和  泉  屋

春  日  屋

31

滋 賀

=菱重工 (株)京 都製作所

好 野竹内

岡本 宏也

■

´

京 都

関 西 地 区 補 給 処 山下

-49-
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(女子)選 手 名 簿

東 洋 曹連 工業 株式 会 社

山 陽 パ ル プ 岩 国

伊藤崇子 河村歌子 原田文校
貞本願子

橘 明子 渡辺美枝子
山代屋伊都子 片山和子

渡辺  忠

川岡  智

県 名
| 1監 督 名 選   手   名 1 宿 名 1宿合番号

大  阪 電 電 大 阪

琴 平 電 鉄

親 和 銀 行

諫 早 市 役 所

宮竹久恵子 堀川えい子
金田依子 安村弘千 柿本房子

吉井千代美 吉田富子 櫨田良子

村井ふみえ

島 宏子 小守伝恵 片桐澄江
浅田文代 小山ひとみ

大山登志恵

北条寿美子 綾井美津子
山本みどり竹森経子 北野和子

山本真江 細川泰子 宮武範子

江頭明美 宮島由里子
田中美恵子 山下千代子

中村フミエ 中村善子 小崎瑞恵

吉武えい子

酒井篤子 寄辺豊美 崎村美千子

井手恵美子

諌早観光ホテル 19高 ,十五 1-,t

矢田 直宏

萩野 一夫

4tlz : -

松 下 電 子 工 業 (株 )

兵 庫 三 菱 電 機 (株 )伊丹製作所

山  ロ

香 川 (株)百 十 四 銀 行

千  鳥  荘 33

え び す や

八  千  代 29

寺西 直一

菊 水 旅 館

諫早観光ホテル

県スポーツの家
長 崎 三菱電機 (株 )長 崎製作所 角田  寿

前田

―

一

- 50 -
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事業所名 (チーム名)

~~~~~T~~~~~~~~~~~

19

|



電  話

10

11

12

13

4318

1157

0397

0214

0895

2259

0438

0422

0085

0305

0426
l156

0637

0572

0152

0279

2296

3550

0755

番 旅 館 名 及 び 話 番

号

旅 館 名 及 び

代  表  者
所  在  地所  在  地

号 番 号
号 代  表  者 局 番

松

(

葉

良 チワ
荘 諌早市
永昌東町11

松 比 呂 旅 飾 市
５１

(松尾 ミツ の

清  風  荘
(辻 フサエ)
松 竹 旅 館

(埜竹_∠′_)
石 橋 旅 館

3563 25
大  城  屋 |

3548
永昌東町55の2

2 八天町58

2    0820 26
春  日  屋
_`董旦_重星1)_
藤  の  家

永昌東町34 高城町62

2 3382
″
菫
ロ城
町54

キ ワ
永昌東町29

`森
晨 トミ)

二 の 九 荘

(困F量ム郎)

浜    荘

永昌
2   0859 28 鴨

の 井 旅 館

(緒方 岩札)
八  千  代
(松尾  博)
満  月  荘

5 東町75 東小路町704

永昌東6 田丁80
2 1241 29 八坂町 10

(梶山 '. Y ,.)
仙 竜 旅 館

(大石 竜昭)
立  川1 屋
(立川キミエ)

0397
0398 八坂7 永昌東町80の2 (渡海+a ))

31
量

う
一

士
口
一

一
二
一

・
　

Ｉ

一

泉

　

一線
一

１

　

一

永昌東町 113 八坂町

赤  坂  屋 32
・ 1) た  や

ヨン)

2

(赤坂 スエ )
永昌東町292

２

一
(江 ロ

八坂町 181

一  心  館 2

永昌東町26の3 上野町487
(坂上 キ ト)

勝 屋 1283 町
″
Ｌ
エ永昌東町119

0916 35 月  美  荘
_く村星J」旦⊇_
福     屋

2

永昌東町105 厚生町438

36 厚生
(片田 正幸)

14
津  屋
アキヨ)

2 1669 37
天満町288

菱    屋
(草野 英敏)

雲  仙  館
_【國L_」L
城  見  荘
(後田マツエ)

1角    屋

38 大

(森

鶴 旅 館

ミサオ)
15 天満町1,243

2 東部厚生町439

恵 比 須 屋
16 天満町■168 東部厚生町440

ロ ワ キ

2269 40
一 楽 館

＞イ

旅

ソ

2
17

城見町5の 702 東部厚生町1109
(堀

2847 41
三  角  屋
(宮沢 ルエ)

18
城見町2の 759 東部厚生町476

諫早観光ホテル

_墾匠_些gD二
玉     屋
(井田 チキ)
丸     屋

|

42 1

|

■
|

国鉄諌早宿泊所 2
19 金谷町672 永呂町

口 中 和 子 方 ２

一

20 八天町344 天満町

0749
|   |

1上1生

=三
笙21

八天町 76
(口 川 ミヤノ

米    屋
(古賀ユキエ)

水  月  楼

0237
八天町82

″

八天町77の
0330

上小山町

-51-

2

|

2翌71

2

|≦本塗_基二≧

27 1

2

~|~

331千 鳥 荘
|

_|__鰹 型 」 _|

341菊 水 旅 館 |

_|≦菫二乙主⊇_| |

一

＞

一

男
一
福
一

屋
一
嚇
一 館

う
一
千
一
ラ

一

陽

卜
一
中
一
田
一

喜

＜
一

|_

― |一

(frE t3)

2 1  1042



′
ヽ

珊
枷
訃
′
”
飾
澤
ｑ
滸
甜
Э
湘
Σ
国

一

ｒ
ｌ
」Ｅ

‥
薦
ξ

匡コ

月
み――■

′ |

□

「

¬

]
■

´
´ ´

ロ

,
ハ

＾

■

一
〓
〓
ギ

っ
た

‘●

´
″
，

．
一

菫

．ｔ
ｔ
ヽ

ヽ

秦I[I~

ヽ
ヽ
■
「
『

ヽ  さ

)

Ａ
い
γ

・〓
　
一〓

~¬
Fヨ日口

- 52-

■

に
要

７
″
／

||

||

／
／

ノ
′
′
′

/

′
′
′

/

一■
〓
ヨ
，
●
〓

Ｄ



第 1会 場 諫 早 市 体 青 館

1  階

使  所

ホ

掲

一不

振

玄

　

間

2   Ftti

型 」
物
入

`11は
¬●

・
、
■

ホール

1'||で

（栞
　
■
　
席
）
　

　

　

（役
員
席
）

大

会

ス

テ

ー

ン

物T司契器 具 庫11111●器 具 嗜物 人 物入

■―ル
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■■目■

―

ロ

困 ■

調光室
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祝 第18 全日本実業団バドミントン選手権大会

日本体操協会公式競技認定品

文部省規格教育用体育用品

製造発売元

勢 能 体 自 田 品 赫 ゴ 舎 面士
本  社 東京都千代田区神田司町 2-7(小笠原ビ

ル)

電 話 (292)5 4 1 1 (大 代表)

大阪力店 大阪市 北 区芝 田町 101(減 野ビ
ル)

電 話 (372)3341(代 表)

福岡支店 福岡市天神 2の 8ノ 38(協和銀行
ビル)

電鳥 福 岡

")3568-9番松戸 l:場 千 葉 県松 戸 市 松 飛
台 御 囲 250

電 話 松 戸 (m2 5 0 1 (大 代表)

松原運動具店
諌早市本町 104番地TEL(2)3420

特約店

10カ月プランで楽しいお買物

洋服から^―呉服・寝具・和洋家具
ハッ時計貴金属まで真心こめて品揃い

ロ

t

′

、
＝
Ｖ

●

Ｆ

，

イ■

“■
■
ワ

｀
ヽ′

ノーカボンペーパーの決定版

白い復写 紙 CCP
十 条 製 紙 特 約 店

資
社

合
会 井 上 勲 紙 店

代表社員 井  上    勲
長崎市栄町 4-20 TEL代 表 ④ 8155-7

便 利 な ,0カ 月 払 い の 信 用 販 売
― 曰

7ルプ″ルの講 屋
長崎浜町アーケード街 TEL ④ 6281

ヽ
、

・

`
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折詰弁当の御注文に応します

し
理
す
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男

諌 早市本 町 12

TEL(2)0313～ 4

銅合金・鋳鉄・ダクタイル
欄:械カロエ…・・・・・・・・・…・・・Ete.

佐世保市白岳町 50-4
丁EL(代 )3-8321

(有)」松 鋳 造 所
ヽ

水

祝 全日本実業団バ ドミントン選手権大会

佐世保市バドミントン協会
会 長 金

副会長 千
子

住

男

博
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今日もあなたと共に

秒速循環冷房。′壁掛形ジェットフロー方式

三菱ルームクーラー《霧ケ峰》

今年こそ〈高原冷房〉をお宅に
三菱電機株式会社代理店

菱電商事 (株)長崎営業所
長崎市江戸町 8番 :5号 (中島

ビル)

TEL④ 719i

ビ ー ル の つ

の多かニ
つ

0 由費え助 製 票

ま み :

か りん と 珍 味

自賞到胸

‐ :=                  一 .‐
‐

YURANOSUK∈ 販売部 1(1キ |lj岩 .‖ 町18-9 .. =・ l

株 式

会 社

舟 九島
せんぺoヽ

¨
０

）

●|■■■日■ロロ｀

=菱
電機

キ|:|,し ぃ お菓 子 で十

坊{イ)お やつ11、 お茶の問11

ぜ ひ 崚́ ご賞味 |(さ い



長 崎
渡れ

手をあげて`■
―■‐ ● ロ

陶 U

1000台のタクシーに共通する
便利なチケットをお勧めします。

※チケット御利用の際は必ず料金だけでも御記入ください。

長崎タクシー共同集金株式会社
長崎市出島町12-20TEL(代表)② 4191

チケットの

お申込みは

学 問 道 徳 の 神 様

●
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

Ｊ

ヽ

`

廟
澤L口
(ロ

｛
に
Ｈ

雀
Ｊ

長 崎 市 大 浦 町 32(孔 子 廟 内)

TEL長 崎 ④ 7470④ 4023④ 4024

■別 府 案 内 所

TEL別 府③ 5030 T E L E X 7224～ 9

もう一度
よく見て

長 崎観 光 定 期 路 線周 遊 地

入



スーパーシエル
2-ノ トヽオイJレ
カ“ドックサービス

新 出 光 石 油 長 崎 支 店

電 話 八千代町スタンド 22-2872

ラツキー
豆 をつ く つて 53年

デ七り‐菫九 州 銘 菓

ラlL夏〒驚

株式会社

藤 田 チ ェ リー豆 縮 本店

本社 島 原 市 湊 電4676

[場 島原市中木場 電:`|:
長 崎・福 岡・別 府

―

壌百
「

ヽＬ
ｒ

Ｌ
■
●Ａ

長 崎 市 籠 町 2-71
電 話 (23)8537
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レス トラン ●喫茶
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東
●

“,キ 車干

本 社  長 崎 市 新 大 工 町 76

TEL ② 2224～ 2227

観光通レストラン

大波止 レス トラン

④ -0201

② -0376



諌 早 み や げ 物 組 合
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沖 電 気 工 業 株 式 会 社

ト ヨ タ 自 動 車 工 業 株 式 会 社

保 土 谷 化 学 株 式 会 社

株 式 会 社 大 丸 東 京 店

日  本  放  送  協  会

電 気 通 信 共 済 会 本 部

富 士 通 信 機 製 造 株 式 会 社

九  州  電  気  通  信  局

中 国 電 気 通 信 局

近 畿 電 気 通 信 局

東 京 電 気 通 信 局

日 本 電 信 電 話 公 社

岩 崎 通 信 機 株 式 会 社

日 本 電 気 株 式 会 社

日 本 通 信 建 設 株 式 会 社

協 和 電 設 株 式 会 社

祝

父 宮 妃 賜 杯

働 大 臣 杯

(順 不 同 )

大 明 電 話 工 業 株 式 会 社

大 日 日 本 電 線 株 式 会 社

凸 版 印 刷 株 式 会 社

共 同 印 刷 株 式 会 社

大 日 本 印 刷 株 式 会 社

吉 村 工 業 株 式 会 社

長 村 鉄 工 所 株 式 会 社

古 河 電 気 工 業 株 式 会 社

藤 倉 電 線 株 式 会 社

新  興  製  作  所

河 崎 ラ ケ ッ トェ 業 株 式 会 社

株 式 会 社 米 山 製 作 所

東 京 芝 浦 電 気 工 業 株 式 会 社

北 越 製 紙 株 式 会 社

昭 和 電 線 電 維 株 式 会 社

中 越 印 刷 製 紙 (株)長 崎 工 場

秩
　
労

〈
〓
大権手選ン卜・ンヽヽヽ
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・
ノ団業実本日全回
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第13回 自 動 車
|
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|     ト ヨ タ
1第 14回 自 動 車
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|  |  |ト ョ タ|

19521東 京 都第 i回 1自 動 車1酒巻和男
‐    |  (愛 知)i~|~~|~~ ~|~

|     |    |ト  ョ タ|

1953横 浜 市第 2回 自 動 車1酒巻和男

過 去 の 栄 冠 (2)
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.   |          |      ‐|  1        
岡  山

.

1957高 松 市第 6回 市 役 1所崎本幸三郎

小林 歌子 荒川とみ
大り|1 良子

ョ
動
蜘
一

薇
´
一

卜

自

＜

一

＞

一

城
一

ム
ロ
ロ
用

権田 節子 光本 政

山̈

1童曇菫+釈 1谷津 京子 西堀富美子
|`''1回
〒ハ型

.佐藤 範子

大沢 節子 花井 洋子

子 小林 桂子
子

|   |      |
|~,一 ― |―

|   |     |
19571岐 阜 市.第 7回

|~|~|~

|   |

11959喜通寺市

1960名古屋市

|(岡 山 )

森岡経理
|

事 務 所 川崎 智

(香 川)

桂子 横井キヌエ
美子

夕
車

う

山
所

＞1掏

岡
市

＜

一　

豊
　

一　
馨

一　

津

　
一　

原

一　

深

　

一　

梶 権
光

1958
森岡経理

札 幌 市第 8回事 務 所 )116 tr lfi++ a -

高島 洋子 中島 玲
1綱経理
務 所 川崎 智

節子 光本 政子

横井キヌエ |口下 久子

山下 久
11」

)|~ |~

之周上山所

＞

―

・ｕ

役
町

権 日

1高  岡
|

第 9回 1市 役 所1清水 正
_|≦宣塑 |_|      |

.高  岡|

第10回 市 役 所
1中
山邦夫

団   |

1962

(富山)

帝国石油|

|

(秋田)|

高島 洋子 中島 玲 相場清一 木村 政子 横山 満

相場清一
|■

村 政子 高橋 奉
山 満子 長崎 文

1中

山邦夫

1高

島 洋子 中島 玲市 役 所

(秋田)

1里に」竺
市
|:i壁] 山 )

子

　

・　
子
子

_   |_  .金森藤平|     |
熊 本 市第12回商  店1島井政雄 1橘 美智子 酒井美智

`富
山ッ

帝国石油

(香川

1963三 条 市第13回 相場清一
1横山 満子 長崎 文
高橋 奉子 伊藤美津

平電鉄
|

(秋田

竹内恭平

有馬正作

横井 文子 森  久
官武 範子 lЦ下 由

団島外茂子
久子

111,「

山下 由子 渡辺百体

子
■
Ｔ
ヱ
ー
　

・十

武̈

子
代
代

妙
呂
初

井
林
上
橋

田

田

・橘
和
武

子
子
子
子

一枝
順
弘
信

三・井
日
塚

一土
余
大
林

)|~|~

鉄
|

ト ヨ ′|

自 動 車1深津 豊
(愛知)|

|

|~

(香川)|

琴平電鉄
|

(香川)|

横井 文
森  久
田島外茂

子
子
子

信子
三枝子
妙子

粂田 l瞑
和国 昌松 山 市第14回

1北
九州市

1第
15回 有馬正作 横井 文子 森  久

1渡辺百合子 清水 照
ト ヨ タ

.

自 動 車1深津 豊

11966大 阪 市第16回 |

|

1967勝 山 市第17回
琴平電鉄

横井
有馬工作 宮武

山本

合
照
泰

百辺
水
川

渡
清
細

西:野忠ワl
電電東京 |

|(東京).

木
木
鈴
鈴

子

子
み
貞
美

と
　
留

子
子
恵

支
柳

文子 渡辺百
範子 山本
泰子

電東京L
江I

|

-64-

|(香川)

|~

1有馬

.横
井

正作 官武
1細
川

ずl

(HH)

1有木とみ子 叶内留美
星野忠男 1日下 悦子 岡部ふさ

1土
井 治子 鈴木 柳

勝

名

:

:

lチ



数

一 般 男 子 (単 )

年度
氏 名  ∫f 叫 氏 名 1所 属

過 去 の 栄 冠 (3)

ト ヨ タ
自 動 車

垣 善憲 タ
車

一 般 女 子 (複 )

回数年度 名 1所 属 名 1所 属

151965醸井茨季琴平電鉄
満子
奉子 帝国

石油

1963小宮 好雄

14 1964小 官

| ト ヨ タ
1自 動 車

炒と|ト ヨ ′
晋悪
1自
動 車

1311963議井茨季琴平電鉄1悟井羹智子II千
好雄

|

ヨ
動

卜

＾
日

14 1964横井 文
1森  久 琴平電鉄1讐暑

外薦季
|三聖生

―

―
|~・
~~ ~~|~~~~

19651板垣善憲
1苫 島.奮 田  力1電電東京

| _

, 、_|ト  ヨ ′
ク` ハ H」

1自 動 車
1619661警濯 事季

夕
一早
ヨ
動
卜
自
¨

1711967機甕百蓉

属

帝国石油牙磯 が挙1丸紅飯田

17

19661板垣善憲
1占 島.亀

―
  ~|~

19671秋山真男|;';T

13 1963

14 1964 小宮
板垣

ト ヨ タ
自 動 車

ト ヨ タ
自 動 車

小官
板垣

′
一早
ヨ
動
卜
自
】

「
1   +|

門 鎮雄 電電東京

子 琴平電鉄
有木とみ
日下 悦季1電電東京

混   合 (複 )

所

野

と豪旱1電電東京

田 順子
善憲
ト ヨ タ
自 動 車

井三枝子 ト ヨ ′
宮 好雄 自 動 車

善憲
|

一 般 男 子 (複 )

数年度 名 || l氏

岡
'}

府
所役

甲
市
三
男
恵
真

恵
真

1小宮15 1965

|~

|一

一
府
所

一
′
車

一　
役

一
ヨ
動

一
甲
市

一
卜
自

1ヽ

16 1966 板
垣

安沢

ト ヨ タ
自 動 車

雄
雄
好
和

宮
政

17 1967
秋山
小島
真男
一平
ヨネヤマ

|ラ
ケツト

1ヽ宮 好雄 夕
車
ヨ
動
卜
一日

一 般 女 子 (単 )

子
之
和
博

村
野

高  岡
市 役 所

善憲
節子
ト ヨ タ
自 動 車日

30才 男 子 (単 )

氏数年度 名

1311963]l稽
|1喬
:il

夕
車

一
′
車

．

．

二

ヨ
動

一
ヨ
動

卜

自

一
卜

自

Ｌ

Ｉ

‐

―

―

‐

|IIi「

F憲

14 rs64f;

16

′
議早

一
′
一早

―
二

　
　

Ｌ

ヨ
動

一
ョ
動

卜
自

一
卜
自

信子
宮 好雄

ト ヨ タ
自 動 車

小宮 好雄
上野 明美

1511965嵯量
1966ホ署 |'

九紅飯ロ196 文子 琴平電鉄 藤 光枝

17 1967
|

文子1琴平電鉄 レ ー ス

数

|

:1竺

横井 文子 琴平電鉄

山 満子 帝国石油横井 文子 I Fl::1.15 196

東  邦

氏 名  所 属度

3 963

笙|三二壁

々木  |
フ ミ子

|

検井 文子
1琴
平電鉄 橋 奉子

1帝
石秋田

古河電工

16
|

1966遠藤 啓 日本鋼管

171967遠藤 啓 日本鋼管

前田 俊一 丸菱商事 英

年度

タ

車

村 俊平 国際電電

新潟大学

宏二.国際電電

1311963F見
壁

15国栗
_佑|十条製紙二
"1伏  木

４

．
　

一

１９６

　

一一

- 65 -
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過 去 の 栄 冠 (4)

30才 男 子 (複 )

13 1963

14 1964

氏 名 | 属

沢

ト ヨ ′ 辰夫

幸 男自 動 車

河  崎 司郎 ト ヨ タ
井  正 ラケツ ト 経次1自 動 車

15 1965
口  昇

大日日

武村 俊平

池内 義夫1丸善石油
浜中  誠1松  山
|~~  ~ ~|   ~~~  ~

佐々木義政1国  鉄
浅井  譲1後藤工場

森製鋭餐爵1国際電電

16 1966

17 1967
糧馨 
啓
菫1日 本鋼管

40才 男 子 (単 )

|   |       |

■ 1理里 |」
場 清一

1帝
石秋 田

|   |       |
)~.~|

H966三沢 英二|

|~ ~ |

119671越
智 勤也

|

回数年度―

藤 八郎

属

州
所

16

17

1411964三 沢 英二
|

151965二沢 英二

智 勤也

」ヒ ブL
市 役

住友化学
菊  本

住友化学
菊  本

州
所

一
州
所

九
役

一
九
役

北
市

・
北
市

住友化学
菊  本

住友化学
菊  本

智
　
　
原
　
　
脇

Ｌ
順―

，昨
Ｉ
Ｌ

ｒ

也
　
一　
一
一　
一　
一

勤
　
一　
好
　
一

一　

一〓

　

¨

一
　

一̈
り

　

一

一　
■
　
一

‘

　

一

お

一
　

一

地

　

一

40才 男 子 (複 )

lR 11。郎
=沢
 英二 北 九 州

`。 '・
°ψ
坂本  良1市 役 所

_|_|_
13 1963

16 1966

久代(株 )

度

化学
本

」ヒ
市

,||

,I

氏 名

越智 勤也
1安藤 八郎

住 友4 964
菊
化学
本

氏 名 | 所

智徳 ト ヨ ′

所 属

帝石秋田 芳男 国  産
欽一1自 動 車

本 庄一1高  松
上  任‐市 役 所

勤也 住友
八郎1菊

沢 英二
本  良

ブL
役

口 房治
代貫三郎

17 1967tittξ

相場 清一
矢作

1自 動 車

| ト ヨ タ.自
動 車

-66-
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長 崎 本 線 上 り

5.32

快  7.03

7.13

8.03

急  9.37

特 10.12

急 10.44

11.31

12.23

急 13.10

急 13.“

鳥  栖

東  京

京  都

鳥  栖

東  京

肥前山ロ

博  多

小 長 井

急 15.42

熊 本 小 倉

発車時刻

鳥

2

呉

行 先行  先

特
　
急
　
　
　
急京  都

博  多

肥前山ロ

博  多

鳥  栖

急  20.27

ネ学  22.37 新 大 阪

大 村 線 上 り

15.01

16.22

17.00

18_03

19.03

19.56

21.18

22.12

23.57

佐 世 保

佐 L保

急 平戸口[博多

佐 世 保

平 戸 ロ

佐 世 保

5.00

5.53

7.09

平 戸 ロ

肥前神田

佐 世 保

早  岐

早  岐

佐 世 保

門 司 港

快  9."

10.01

11.24

12.18

14.46

5.44

5.58

6.21

6.40

特  7.03

7.14

8.00

8.53

急  9.36

9.46

急 10.12

10.54

急 11.30

12."

特 12.22

12.54

急 13.11

別府博多

平 戸 ロ

博  多

鳥  楢

呉

鳥  栖

肥前神日

博  多

小倉熊本

鳥  栖

京  都

山口佐世保

三  角

長 崎 本 線 下 り

急 13.41

14.24

急 14.40

15.01

急 16.00

16.鉾

快 17.03

急 17.43

18.42

19.10

特 19.38

20.41

急 21.10

21.56

t'(  22.43

22.56

始 発 始   発

博

　
早

多

　

岐

多平戸ロ

小 長 井

門 司 港

諫  早

肥前山ロ

新 大 阪

佐 世 保

多良佐世保

東  京

鳥栖佐世保

博  多

佐 世 保

京  都

佐 世 保

東  京

鳥栖佐世保

島 原 線 下 り

発車時刻 行  先 南 島 原

加 津 佐

南 島 原

本 諌 早

加 津 佐

南 島 原

急 14.27

15.03

16.(4

17.00

|

17.481

18.03

急 18.37

19¬ 3

19.56

21.15

5.54

快  7.03

8.09

9.09

急  9.44

10.10

急 11.39

12.11

13.00

南 島 原

加 津 佐

島原外港

加 津 佐

南 島 原

加 津 佐

|

南 島 原

加 津 佐

-67-



佐 世 保 ・ 松 原 方 面長 崎 方 面

快

　

快

　

快

　

○

　

◎

快

急

　

急

◎

◎

　

快

急

　

快

特

快

急

急

　

特

　

　

急

観

　

　

特

快

急

急

　

特

　

急

　

急

急

快

　

急

急

　

特

　

　

急

快

　

急

急

10.15

10.15

10_24

10.30

10.34

10.35

10.40

10.45

!0.50

10.54

11.00

11.10

11.10

11.25

11.35

11.40

11.45

11.50

11.54

12.05

12.24

12.25

12.35

12.35

12.45

12.50

12.54

13.00

13.05

13.10

13.10

13.25

観 13.35

急 13.35
13.45

快 13.50

急 13.54

急 14.05
14.05

急 14.24
14.25

急 14.34
1見  14.35

急 14.35
14.35

14.45

急 14.50

急 14.54

15.00

急 15.05

特 15.10
15.25

15.34

急 15.35
15.35

15.45

快 15.50

急 15.54

16.00

16.15

急 !6.24
16.25

観 16.35

急 16.35

16.35

16.45

快 16."
急 16.54

16.55

特 17.17
7.10

17.20

17.25

17.34

急 17.35
17 35

17.45

快 17.50
急 17.45

18.00

急 18.05
18.15

急 18.24

18.25

急 18.34
急 18.35
18.35

18.45

快 18.50
特  18.52

急 18.54

急 19.05

19.05

特 19.20
19.25

急 19.35
19.45

荒:キ  20.05

20.05

急 20.14
20.25

急  20.54

21.151

22.20 1

7.30

7.30

7.45

7.45

7.49

7.50

8.00

8.10

8.!0

8.10

8.15

8.20

8.25

8.30

8.40

５０

５４

５５

００

４０

５０

５５

００

０５

”

２０

”

４５

５０

５４

５５

００

‐０

‐０

２５

３５

３５

３５

４５

４７

急

　

観

急

　

快

急

　

急

特

島原・雲仙・小浜 。口之津方面

急 ◎ 7.00
7.35

急  7.41
急  7.46
8.10

特  8.15
急  8.20
8.35

急  8.46
急  9.00
9.05

急  9.Io
急  9.16
9.30

急  9.46
10.00

特  10.15
10.30

急  10.46
急  11.oo
ll.05

急  11.16

11.30

急  11.46
12.00

特  12.15
12.35

急  12.46
快  13.00
13.05

急  13.16

保

港

原

港

保

原

保

原

保

原

保

港

原

保

原

保

原

保

原

保

港

原

保

世

　

世

世

世

世

　

世

世

世

世

　

世

佐

空

松

空

佐

松

佐

松

佐

松

佐

空

松

佐

松

佐

松

佐

松

佐

空

松

佐

松  原

港

保世

空

佐

松  原
佐 世 保

松  原

13.35

急  13.46
急  ,4.00
14.10

ネ宇  14.15

14.35

急  14.46
15.10

急  15.16
15.30

急  15.46
16.00

急  16.00
急  16.05
特  16.15
16.30

急  16.46
急  16.55
急  17.00
17.05

急  17.16
17.35

急  17.46
18.10

特    18.25

18.45

急  19.06
19.30

急  19.46
20.00

21.00

原

保

原

保

原

港

原

保

原

保

原

港

原

保

原

保

原

保

原

保

原

保

原

世

世

　

世

世

　

世

世

世

世

世

松

佐

松

佐

松

空

松

佐

松

佐

松

空

松

佐

松

佐

松

佐

松

佐

松

佐

松

佐 世 保

松  原
佐 世 保

原

保

港

原

世

松

佐

空

松

6.50小
急 7.05雲
7.15ロ ノ

急 8.01雲
8.15小

急

急 10.Ol

10.13

急 10.30

10.30

観 11.01

11.13

急 12.01

2.13ロ ノ津 急 17.01島
2.31雲 仙  17.13日之
3.Ol ″ 1急 17.31雲
3.13ロ ノ津,  17.35小
3.31雲 仙1観 18.01雲
4.01 ″ 1急 18.01島
4.13ロ ノ津1急 18.21口 之

急

急

　

急

急

浜

仙

津
仙

浜

仙■

■

■

雲

　

　

口

島

雲

３‐

０‐

０５

‐３

２５

４０

1急 14.31島 原 急 18.31雲
潤世|1    14.40 ′」ヽ  おt'    18.40 ′lヽ
原1観 15.01雲 仙1急 19.Ol雲
仙1急 15.Ol ″ 1 19.13口 之
″   15.13口 ′津1 19_40小
ロノ津 特 15.50島 原1急 19.45雲
雲 仙  15.50小  浜1  20.00小
北有馬 急 16.00雲 仙1  20.46 ″
島 原 観 16.01 ″
ロノ津  16.13口之津
島 原 急 16.30雲 仙

12.10  ′′
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人間社会 の

動脈 と神経 をつ くる

大 日 日 本 電 線

事   業   場

本   社 :大 阪 市 北 区 梅 田 7-3梅 田 ビ ル

東京事務所 :東京都千代田区丸ノ内 3-4新 国 際 ビ
ル

九 州 支 店 :福 岡市天神 2丁 目 13-7福 岡長銀
ビル

名古屋支店 :名古屋市中村区堀内町4-1 毎日名古屋会館

仙台営業所 :仙 台 市 名 掛 丁 91 第 一 ビ ル

札幌営業所 :札 幌 市 北 二 条 西4-1北 海 道 ビ ル

大阪 06-313-1261(大 代表)

東京 03-216 1551(大代表)

福岡 092-76-7481(代表)

名古屋 052-541-3306～ 8
581-6506～ 8

仙台 0222-25-5741(代表)

札幌 0122-24-3663(代表)

大阪 06-411-1551(代 表)

箕島 07378-4151(代 表)

伊丹 0727-72-8181(代 表)

川崎 044-22-7571(代 表)

熊谷 0485-32-2311(代表)

尼 崎 工 場

箕 島 工 場

伊 丹 工 場

川 崎 工 場

尼 崎 市 東 向 島 西 之 町 8

和 歌 山 県 有 田 市 箕 島 663

伊 丹 市 池 尻 字 貝 築 1-1

川 崎 市 日 進 町 1-2

熊 谷 工 場 :熊 谷 市 大 字 新 堀 字 北 原
1008



肩 田 商 事 株 式 釜 杜

本
´ ロロ

0
社長崎市大橋町3番20号

電話代表44-6121

造船事業部長崎飽の浦町2番 3)ナ

・竜言舌26-8925

す
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・して差卸
ピ

設
コ
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′
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童
日

し

明

美

説

も

扱

で

取

稿

器

原

機

なんいこ

◆ゼロックスコピー                  ◆オサ リットコピー

プックもの、シー トもの両面印刷もの         青焼、黒焼、両面焼 (キ焼 )

多色刷 りもの

◆その他
和文、英文のタイプ印書、タイプ印刷

｀
オフセット印刷、G・ Boc製本、その他製本
本社 長崎市飽の浦町7-1

センター株式会社石田コビ

へ″ 是非利用下さい。
TEL
22-2771
22-7958
23-8415

使用機械
Meicon.3100◆  l.B.M.360◆ :.B.M.1130

三]躙r長崎電子計算センター基荘
長崎市銅座町20番地 (山一証券ビル4階 )

④ 6663④ 3511

Data Processi ng Services
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厄1田株式会社
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サ グ／ヽ　） 」

綴:'濠::ATTA
盤、運 ]｀、ξlだ

使用球に決定 ノ
8月 16日 から東京で開催される第4回国際学生選手権大会に

初めて“サンバタキング"が唯一の使用球に決定しました。

産で
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~
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玉

株式会社  諸 江 製 作 所
東京都渋谷区笹塚 2丁目46番 8号

電話 377 4401 1代 表 .
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